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～５月末現在～

総人口　37,458（－15）
　男 　17,735（－16）
　女 　19,723（＋1）
世帯数　16,120（＋1）

転入　  　　77人
転出　  　　90人
出生　  　　     29人
死亡　  　　31人

５月中のうごき
（　）内は、前月との差人のうごき

市政 2～

2007　
J
u
l
y

教育 12～

くらし 14～ 情報掲示板 23～

今月特にお知らせしたいこと 　２人はとっても仲良しの姉妹です。パパとママの愛する娘たちと
いう意味が込められた名前も、我家の宝物です。中村幼稚園へ通う
お姉ちゃんは、毎日のように妹に絵本の読み聞かせもしてくれるん
ですよ！やさしいんだよ。近所に住むおばあちゃんが大好きで自転
車に乗って毎日会いに行きます。
　自然たっぷり、笑顔のあふれる地元四万十市での子育てを思いっ
きり楽しんでいます。
　　　　　　　　　　　　　　　投稿者：江口利倫・順子（具同田黒）
　　　　　　　　　　　　　　  ※宝物募集については30頁をご覧ください。

２人の娘（長女：順利愛ちゃん・次女：順倫愛ちゃん）

2

3

9

14

市長説明要旨

医療制度が変わります

7月10日から20日まで
部落差別をなくする運動強調旬間

がんばれ　久保田 満さん
－IAAF世界陸上2007大阪－
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市民側溝清掃のお礼
　５月20日（日）に、市民の皆さんのご協力により、市内指定区域の道路側溝の清掃を行いました。

　また、翌日の５月21日（月）には、市内建設・建築業者、官公庁等の協力により、ダンプ25台と

作業員91人で、前日に上げられた土砂等の収集運搬作業を行い、ダンプ79台分の土砂等を収集す

ることができ、市内の側溝もきれいになりました。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　四万十市民憲章推進協議会（事務局：四万十市地球環境課内）

　
８
月
25
日（
土
）に
大
阪
で
開
催
さ
れ

る
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
陸
上
競
技
選
手
権
は
、

１
９
８
３
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
）
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
最
初

は
４
年
に
１
度
、
１
９
９
１
年
東
京
大

会
か
ら
は
２
年
に
１
度
開
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
世
界
ト
ッ
プ
の
陸

上
競
技
選
手
た
ち
が
「
真
の
陸
上
世
界

一
」
を
目
指
す
舞
台
で
す
。
今
年
の
大

阪
大
会
に
は
、
四
万
十
市
出
身
の
久
保

田
満
さ
ん
が
、
マ
ラ
ソ
ン
の
日
本
代
表

に
選
ば
れ
真
夏
の
大
阪
路
を
走
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
先
駆
け
て
澤
田
市
長
が

発
起
人
代
表
と
な
っ
た
「
久
保
田
満
選

手
を
励
ま
す
会
」
は
５
月
18
日（
金
）に

市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
旭
化
成
宗

猛
監
督
と
と
も
に
久
保
田
選
手
が
帰
郷

し
ま
し
た
。
大
変
忙
し
い
中
、
久
保
田 中村中学校での久保田選手

激励会では、
みんなから
寄せ書きが
贈られました。

中村中学校陸上部の

上岡由奈さん、松村成美さん、

伊藤愛理香さん、宮上由希さん(左から)

目標に向って努力した久保田先輩はカッ

コよく尊敬しました。

私たちも県総体に向けて頑張ります。

選
手
は
宗
監
督
と
と
も
に
、
母
校
の
田

野
川
小
学
校
や
中
村
中
学
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
田
野
川
小
学
校
で
は
、
「
世
界
に
翔

け
、
久
保
田

満
先
輩
」
と

書
か
れ
た
横

断
幕
を
バ
ッ

ク
に
、
満
先

輩
、
宗
監
督
、

ご
両
親
を
囲

ん
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま

し
た
。
一
番

先
に
サ
イ
ン

を
お
願
い
し

た
か
わ
い
い

後
輩
の
本
田

幸
基
く
ん
は
、

「
サ
イ
ン
し

て
も
ら
っ
て
す
ご
く
う
れ
し
い
。
ぼ
く

も
先
輩
の
よ
う
に
努
力
し
た
い
」、ま
た
、

５
年
生
の
山
　
省
弥
く
ん
は
「
田
野
川

小
学
校
か
ら
世
界
陸
上
に
で
る
人
が
い

て
う
れ
し
い
。
み
ん
な
で
応
援
す
る
し
、

僕
も
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
励
ま
す
会
」に
は
３
０
０
人
が
集

ま
り
、
多
く
の
人
か
ら
激
励
を
受
け

ま
し
た
。
久
保
田
選
手
は
、「
宗
監
督

の
指
導
の
も
と
、
世
界
陸
上
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
。
旭
化

成
の
チ
ー
ム
に
ま
た
、

日
本
の
チ
ー
ム
に
自
分

の
名
前
が
刻
め
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」
と
決
意

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
久
保
田
満
さ
ん
の
出

場
す
る
男
子
マ
ラ
ソ
ン

は
、
８
月
25
日（
土
）７

時
ス
タ
ー
ト
で
す
。

選
手
は
宗
監
督
と
と
も
に
、
母
校
の
田

野
川
小
学
校
や
中
村
中
学
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
田
野
川
小
学
校
で
は
、
「
世
界
に
翔

け
、
久
保
田

満
先
輩
」
と

書
か
れ
た
横

断
幕
を
バ
ッ

ク
に
、
満
先

輩
、
宗
監
督
、

ご
両
親
を
囲

ん
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま

し
た
。
一
番

先
に
サ
イ
ン

を
お
願
い
し

た
か
わ
い
い

後
輩
の
本
田

幸
基
く
ん
は
、

「
サ
イ
ン
し

て
も
ら
っ
て
す
ご
く
う
れ
し
い
。
ぼ
く

も
先
輩
の
よ
う
に
努
力
し
た
い
」、ま
た
、

５
年
生
の
山
　
省
弥
く
ん
は
「
田
野
川

小
学
校
か
ら
世
界
陸
上
に
で
る
人
が
い

て
う
れ
し
い
。
み
ん
な
で
応
援
す
る
し
、

僕
も
先
輩
の
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
励
ま
す
会
」に
は
３
０
０
人
が
集

ま
り
、
多
く
の
人
か
ら
激
励
を
受
け

ま
し
た
。
久
保
田
選
手
は
、「
宗
監
督

の
指
導
の
も
と
、
世
界
陸
上
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
。
旭
化

成
の
チ
ー
ム
に
ま
た
、

日
本
の
チ
ー
ム
に
自
分

の
名
前
が
刻
め
る
よ
う

努
力
し
ま
す
」
と
決
意

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
久
保
田
満
さ
ん
の
出

場
す
る
男
子
マ
ラ
ソ
ン

は
、
８
月
25
日（
土
）７

時
ス
タ
ー
ト
で
す
。

先輩ぼくらみんなで、応援しようけんね
（田野川小学校）

先輩ぼくらみんなで、応援しようけんね
（田野川小学校）

先輩ぼくらみんなで、応援しようけんね
（田野川小学校）
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市
　
政

市
　
政

教
　
育

く
ら
し

情
報
掲
示
板

　
平
成
18
年
度
の
決
算
概
要
な
ら

び
に
３
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る

主
要
課
題
等
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

（
抜
粋
）

平
成
19
年
６
月
市
議
会
定
例
会

市
長
説
明
要
旨

◎
一
般
会
計

　
歳
　
入
　
　
　
１
８
６
億
１
３
３
６
万
円

　
歳
　
出
　
　
　
１
８
５
億
１
３
１
０
万
円

で
、
収
支
は
１
億
26
万
円
の
黒
字
で
す
が
、

平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
２

２
４
１
万
円
を
差
し
引
く
と
、
実
質
収
支
は

７
７
８
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
全
額
、
減
債
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

◎
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
会
計
事
業
勘
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
39
億
３
８
１
８
万
円

・
奥
屋
内
へ
き
地
出
張
診
療
所
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
１
７
万
円

・
幡
多
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
３
８
万
円

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
３
万
円

・
鉄
道
経
営
助
成
基
金
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
７
４
９
４
万
円

・
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
８
３
万
円

・
園
芸
作
物
価
格
安
定
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
７
６
万
円

・
簡
易
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
億
４
８
４
３
万
円

で
、
い
ず
れ
も
歳
入
歳
出
同
額
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
会
計
診
療
施
設
勘
定

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
３
億
９
３
１
０
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
５
億
６
３
２
４
万
円

差
し
引
き
１
億
７
０
１
４
万
円
の
赤
字
で
す
。

こ
の
赤
字
は
、
専
決
処
分
で
平
成
19
年
度
予

算
か
ら
の
繰
上
充
用
に
よ
り
措
置
を
し
て
い

ま
す
。

・
老
人
保
健
会
計

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
44
億
７
９
２
７
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
45
億
５
１
５
７
万
円

差
し
引
き
７
２
３
０
万
円
の
赤
字
で
す
。
こ

れ
は
平
成
18
年
度
の
支
払
基
金
交
付
金
と
国

庫
負
担
金
の
精
算
交
付
分
が
平
成
19
年
度
に

交
付
さ
れ
る
た
め
の
赤
字
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
専
決
処
分
で
平
成
19
年
度
予
算
か
ら

の
繰
上
充
用
に
よ
り
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

・
下
水
道
事
業
会
計

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
10
億
１
３
８
９
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
10
億
１
３
７
９
万
円

差
し
引
き
10
万
円
の
黒
字
で
す
が
、
こ
れ
は

全
額
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財

源
で
す
。

・
と
畜
場
会
計

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
２
億
２
４
７
６
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
２
億
９
９
６
４
万
円

差
し
引
き
７
４
８
８
万
円
の
赤
字
で
す
。
こ

の
赤
字
は
専
決
処
分
で
平
成
19
年
度
予
算
か

ら
の
繰
上
充
用
に
よ
り
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

・
介
護
認
定
審
査
会
会
計

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
　
　
　
８
２
９
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
　
　
　
８
２
２
万
円

差
し
引
き
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
全
額
を

平
成
19
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

・
介
護
保
険
会
計

　
　
　
歳
　
入
　
　
　
27
億
５
３
６
３
万
円

　
　
　
歳
　
出
　
　
　
25
億
４
８
６
２
万
円

差
し
引
き
２
億
５
０
１
万
円
の
黒
字
で
す
。

こ
れ
か
ら
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

２
５
２
万
円
を
除
い
た
２
億
２
４
９
万
円
を

平
成
19
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

◎
企
業
会
計

・
水
道
事
業
会
計
は
損
益
計
算
で
、

　
　
　
収
　
益
　
　
　
４
億
１
４
６
０
万
円

　
　
　
費
　
用
　
　
　
４
億
　
２
０
５
万
円

差
し
引
き
１
２
５
５
万
円
の
黒
字
で
す
。

ま
た
資
本
的
収
支
は
、

　
　
　
収
　
入
　
　
　
１
億
１
２
６
３
万
円

　
　
　
支
　
出
　
　
　
３
億
　
９
２
１
万
円

差
し
引
き
１
億
９
６
５
８
万
円
の
不
足
で
、

こ
れ
は
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
当

年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、
減
債

積
立
金
、
当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
お
よ

び
利
益
剰
余
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

・
病
院
事
業
会
計
は
損
益
計
算
で
、

　
　
　
収
　
益
　
　
　
24
億
７
４
９
５
万
円

　
　
　
費
　
用
　
　
　
26
億
９
６
６
８
万
円

差
し
引
き
２
億
２
１
７
３
万
円
の
赤
字
で
す
。

こ
の
結
果
、
累
積
で
11
億
６
９
９
４
万
円
の

未
処
理
欠
損
金
と
な
り
、
全
額
翌
年
度
へ
の

繰
り
越
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
資
本
的
収
支
は
、

　
　
　
収
　
入
　
　
　
１
億
４
８
９
９
万
円

　
　
　
支
　
出
　
　
　
１
億
５
１
６
２
万
円

差
し
引
き
２
６
３
万
円
の
不
足
を
生
じ
ま
し

た
が
、
こ
の
不
足
額
は
当
年
度
分
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
で
補
填
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算
概
要
（
数
字
は
万
円
の
概
数
）
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春
の
観
光
順
調
な
滑
り
出
し

　
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
土
佐
一
條
公
家
行
列
の
人
出
は
過
去
最
高

　
花
ま
つ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
皮
切
り
に
始

ま
る
春
の
観
光
は
、
菜
の
花
接
待
所
、
桜
ま

つ
り
、
香
山
寺
ふ
じ
ま
つ
り
と
も
盛
況
で
、

順
調
な
滑
り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。
初
日
か

ら
天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
お
い
て
も
、
観
光
施
設
、
宿
泊
施

設
と
も
昨
年
を
上
回
り
、
ま
ず
ま
ず
の
結
果

で
し
た
。
こ
の
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
４
月
末

に
行
わ
れ
た
、
「
ラ
ジ
コ
ン
水
上
機
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、
５
月
３
日
の「
土
佐
一
條
公
家

行
列
藤
祭
り
」
な
ど
過
去
最
高
の
人
出
と
な

り
、
ゆ
っ
た
り
と
四
万
十
観
光
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
、
ボ
ン

ネ
ッ
ト
バ
ス
「
あ
か
め
号
」
が
四
万
十
周
遊

川
バ
ス
と
し
て
、
中
村
駅
・
江
川
　
駅
間
を

運
行
し
延
べ
１
８
４
名
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
夏
休
み
か
ら
は
、
こ
の
「
川
バ
ス
」
と

Ｊ
Ｒ
予
土
線
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」、土
佐
く
ろ

し
お
鉄
道
「
中
村
・
宿
毛
線
」
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
区
間
を
周
遊
す
る
「
四
万
十
ぐ
る
り

ん
き
っ
ぷ
」
も
加
わ
り
、
西
土
佐
地
域
を
含

め
た
四
万
十
川
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
に
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
佐
田
沈
下

橋
に
は
延
べ
５
２
０
０
人
が
訪
れ
、
３
月
に

整
備
し
た
ト
イ
レ
と
東
屋
が
有
効
に
活
用
さ

れ
ま
し
た
。
東
屋
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域

の
物
産
販
売
等
に
も
活
用
で
き
る
施
設
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
市
民
祭
に
は
、

区
長
会
の
ご
協
力
に
よ
り
市
民
か
ら
の
寄
付

の
増
額
を
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
好
意
を
市
民
祭
の
に
ぎ
わ
い
に
繋
げ

て
い
く
た
め
、
７
月
27
日
に
は
「
前
夜
祭
」、

な
か
む
ら
踊
り
の
各
賞
の
復
活
、
提
灯
台
の

補
助
金
の
増
額
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
修
学
旅
行
誘
致
は
、
今
年
は
18
校
、

約
２
１
０
０
人
が
訪
れ
る
予
定
で
、
四
万
十

川
を
中
心
と
し
た
「
体
験
型
修
学
旅
行
」
は
、

関
東
、
関
西
地
域
を
中
心
に
関
係
者
か
ら
一

定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
受
入
施
設
の
充
実
、
体

験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
な
ど
、
市
と

し
て
も
誘
致
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
あ
る

　
　
中
心
市
街
地
と
す
る
た
め
に

　
昨
年
末
か
ら
ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会

社
が
取
り
組
ん
で
い
た
「
一
条
通
く
つ
ろ
げ

る
道
と
し
て
の
再
整
備
」
が
３
月
末
に
完
成

し
、
５
月
３
日
に
は
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
既
に
完
成
し
て
い
る
「
栄
町
祇
園
風
街
並

整
備
」、「
東
下
町
・
天
神
橋
１
区
の
再
整
備
」、

「
水
と
緑
の
市
街
地
整
備
」
等
と
の
連
続
性

や
に
ぎ
わ
い
の
場
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
ソ
フ
ト
面
で
の
魅
力
づ
く
り
に
重
点

を
お
き
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
再
生
に

繋
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
庁
内
策
定
委
員
会
や
商
工
会
議

所
が
主
催
す
る
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い

て
の
勉
強
会
の
開
催
な
ど
具
体
的
な
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
商
工
会
議

所
、
ま
ち
づ
く
り
四
万
十
株
式
会
社
、
各
商

店
街
振
興
組
合
等
で
設
立
す
る
「（
仮
称
）四

万
十
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
」
の
協

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み

　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

集
落
で
の
活
動
計
画
の
取
り
ま
と
め
が
ほ
ぼ

終
了
し
、
間
も
な
く
協
定
が
締
結
で
き
る
見

通
し
で
す
。
初
年
度
か
ら
取
り
組
む
と
こ
ろ

は
16
集
落
、
面
積
は
約
５
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
予
定
で
す
。
こ
の
事
業
は
共
同
作
業
を
通

じ
て
農
地
や
水
路
、
農
道
等
の
農
業
用
施
設

を
は
じ
め
、
農
村
環
境
を
良
好
な
状
態
で
保

全
す
る
趣
旨
で
実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
農

業
に
対
す
る
理
解
や
地
域
の
結
び
つ
き
が
深

ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　
ま
た
米
政
策
で
す
が
、
今
年
度
よ
り
新
た

な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
市
で
行
っ
て
き
た
需
給
調
整
業
務

を
Ｊ
Ａ
が
主
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
で
は
、

管
内
の
機
能
強
化
と
有
効
な
産
地
づ
く
り
対

策
を
行
う
た
め
、
各
地
域
の
水
田
協
議
会
を

一
本
化
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
５
月
15
日

に
は
、
幡
多
管
内
10
地
域
を
統
合
し
、
新
た

に「
高
知
は
た
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。
水
田
農
業
に
は
需
要
の

減
少
を
は
じ
め
価
格
低
迷
、
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
の
問
題
が
あ
る
ほ
か
、
食
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
信
頼
確
保
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
新
し
い
枠
組
み
を
活
用

し
た
取
り
組
み
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
ま
す
。

今年のゴールデンウィークも
多くの人手でにぎわった

新しくなった一条通
夜はまた一味違った趣を見せる
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来
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
関
す
る
健
診
が
保
険

者
に
義
務
化
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
の
該
当
者
・

予
備
軍
に
対
す
る
保
健
指
導
等
も
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
に

は
「
高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
設
立
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
制
度
に
は
各
保
険
者
が
広
域
連
合
に
対

し
て
「
支
援
金
」
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
在
の
国
保
税
も「
医
療
分
」「
介
護
分
」の
２

本
立
て
か
ら
「
支
援
金
分
」
が
加
わ
る
３
本

立
て
と
な
り
、
全
体
の
税
率
の
見
直
し
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
度
に
は
国
保
財
政
安
定
化
の

一
助
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
「
結
核
・
精

神
病
に
係
る
医
療
費
特
別
調
整
交
付
金
」
の

申
請
を
行
い
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
約
５
６
０

０
万
円
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
が
、
伸
び
悩

む
税
収
不
足
か
ら
収
支
は
依
然
不
安
定
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

税
の
う
ち
医
療
分
の
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、

現
行
「
53
万
円
」
を
「
56
万
円
」
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
本
市
の
国
保
税
賦
課
限
度
額

も
同
様
の
改
正
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
今

議
会
に
議
案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
病
院

　
　
累
積
赤
字
11
億
７
０
０
０
万
円

　
深
刻
な
医
師
不
足
に
よ
り
４
月
以
降
の
常

勤
医
師
は
、
内
科
４
、
外
科
１
、
整
形
外
科

１
、
脳
神
経
外
科
１
の
７
名
と
な
り
ま
し
た

が
、
先
生
方
は
精
力
的
に
診
療
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
度
以
降
の
医
師
確
保
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
、
徳
島
・
高
知
両
大
学
へ
の
派
遣

要
望
の
ほ
か
、
院
長
や
私
な
ど
が
個
別
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
方
が
17
名
、
市
民
病
院
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
メ
ー
ル
で
の
問
い
合
わ

せ
が
２
名
、
医
師
募
集
サ
イ
ト
を
活
用
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
が
５
名
、
医
師
確
保
対
策
推
進

本
部
会
議
に
よ
る
情
報
提
供
が
３
名
あ
り
ま

し
た
。
重
複
を
除
き
ま
す
と
26
名
の
方
々
と

何
ら
か
の
接
触
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
中

で
、
す
ぐ
に
は
無
理
で
も
市
民
病
院
で
勤
務

し
て
も
い
い
と
さ
れ
た
方
が
２
〜
３
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
こ
の
医
師

の
方
々
に
市
民
病
院
で
勤
務
し
て
も
ら
え
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
以
降
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
全
国
自
治
体
病

院
協
議
会
と
連
携
し
て
い
る
自
治
体
病
院
・

診
療
所
医
師
求
人
求
職
支
援
セ
ン
タ
ー
と
民

間
の
医
療
関
係
人
材
紹
介
会
社
へ
求
人
登
録

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
ご
ろ
本
市
で
開
催
さ
れ
た
四
国

市
長
会
議
に
『
地
方
公
立
病
院
の
医
師
確
保

対
策
に
つ
い
て
』
と
し
て
「
医
師
の
研
修
に

地
域
配
分
の
設
定
を
行
う
こ
と
」、「
医
学
部

に
科
別
の
定
員
枠
を
設
け
る
こ
と
」
な
ど
の

要
望
を
本
市
が
提
案
し
、
満
場
一
致
で
四
国

市
長
会
議
よ
り
全
国
市
長
会
議
へ
の
議
案
と

し
て
提
出
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
議
会
終
了
後
に
は
再
度
、
院
長
と

私
が
徳
島
・
高
知
両
大
学
に
出
向
き
医
師
の

派
遣
に
つ
い
て
要
望
を
行
う
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

　
次
に
市
民
病
院
の
経
営
改
善
で
す
。
医
師

不
足
に
よ
る
収
入
減
が
影
響
し
、
平
成
18
年

度
単
年
度
で
は
約
２
億
２
０
０
０
万
円
の
赤

字
、
累
積
で
は
11
億
７
０
０
０
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
入
り
、
医
師
を

除
く
病
院
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
凍
結
、

退
職
者
の
不
補
充
、
病
棟
を
３
病
棟
か
ら
２

病
棟
と
す
る
な
ど
約
１
億
３
０
０
０
万
円
の

経
費
節
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
病
院

の
経
営
は
病
院
自
体
の
自
助
努
力
の
み
で
は

経
営
改
善
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も
今

後
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
含
め
、

市
民
病
院
の
経
営
改
善
に
全
庁
挙
げ
て
、
不

退
転
の
決
意
で
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
最
良
の
経
営
改
善
策
は
医
師

確
保
で
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
議
員
各
位
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
に
中
医
学
関
係
で
す
。
後
任
の
医
師
で

す
が
、
年
度
当
初
に
は
有
力
な
方
１
名
に
絞

り
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
ご
家
族
の
意
向
も
あ
り
、
来
て
い
た
だ
く

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
引
き

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
基
本
計
画
の
策
定
、

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

平
成
18
年
度
地
域
提
案
型
雇
用
創
造

促
進
事
業
　
目
標
を
上
回
る

　
国
の
認
定
を
受
け
中
村
地
域
雇
用
促
進
協

議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
提
案
型
雇
用

創
造
促
進
事
業
は
、
昨
年
度
、
中
核
的
な
人

材
お
よ
び
専
門
性
の
高
い
人
材
の
育
成
や
、

観
光
関
連
事
業
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
企
業
は
目
標
の
16

社
に
対
し
て
87
社
の
応
募
が
あ
り
、
事
業
利

用
求
職
者
数
も
64
名
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
事
業
を
利
用
し
た
企
業
の
雇
用
人
数
は

８
名
、
求
職
者
の
就
職
人
数
８
名
、
起
業
者

数
１
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
値

を
上
回
る
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
雇
用
創
出
支
援
事
業
に
よ
る

Ｉ
Ｔ
養
成
講
座
、
能
力
開
発
事
業
に
よ
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
加
え
、
情
報
発
信
事
業

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
健
康
保
険

を
と
り
ま
く
状
況
は
大
き
く
変
り
、
医
療
に

関
す
る
考
え
方
も
こ
れ
ま
で
の
「
早
期
発
見
・

早
期
治
療
」
か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
環
境
を

つ
く
る
「
予
防
」
へ
と
移
行
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
医
療
費
の
う
ち
約
３
割
を
占
め
る

「
生
活
習
慣
病
」
対
策
に
重
点
が
お
か
れ
、
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筋
小
学
校
１
校
を
対
象
と
し
、
中
村
南
小
学

校
敷
地
内
に
約
１
６
０
０
食
の
調
理
能
力
を

持
つ
共
同
調
理
場
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
は
実
施
設
計
の
委
託
を
行
う
予
定
で
、

発
注
時
期
は
６
月
を
目
処
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
へ
の
参
加

　
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対
象

と
す
る
全
国
学
力
テ
ス
ト
が
、
４
月
24
日
全

国
の
小
中
学
校
の
98
・
95
％
に
あ
た
る
約
３

万
２
７
０
０
校
が
参
加
し
、
一
斉
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
内
で
も
、
私
立
小
学
校
１
校
を

除
く
す
べ
て
の
小
中
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
は
、
学
力
低
下
へ
の
懸
念
を
背

景
に
子
ど
も
た
ち
の
課
題
を
見
つ
け
、
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
文
部
科
学
省
が
実
施
主
体
と
な
り
、
そ

の
要
請
を
受
け
て
市
内
の
小
中
学
校
も
参
加

し
た
も
の
で
す
。
全
国
の
集
計
結
果
を
待
っ

て
、
今
後
は
県
単
位
、
市
町
村
単
位
で
の
子

ど
も
た
ち
の
学
力
定
着
度
と
生
活
実
態
と
の

相
関
関
係
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
本
市
に
お

け
る
学
力
向
上
・
教
育
改
革
へ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備

　
近
年
、
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
事
件
・

事
故
が
多
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
そ
し
て
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
等
が

連
携
し
な
が
ら
、
学
校
の
安
全
管
理
に
対
す

る
取
り
組
み
を
強
化
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
で
、
学
校
の
巡
回
指
導
や
安

全
評
価
、
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
）
に
よ
る
効
果
的
・
継
続
的
な

安
全
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
度
も
高
知
県
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
３
名
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
四
万
十
市
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
３
名
の
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
学
校
安
全
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
組
織
化
を
進
め
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
校
の
安
全
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

平
成
18
年
度
ご
み
総
排
出
量

　
　
　
　
　
前
年
比
６
・
４
％
減
量

　
平
成
19
年
度
を
「
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
元
年
」

と
位
置
付
け
、
生
ご
み
の
減
量
化
と
紙
ご
み

の
資
源
化
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

に
取
り
組
む
家
庭
に
、
生
ご
み
処
理
機
と
紙

用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
「
四
万
十
市
家
庭
生
ご
み
処
理
機
等

購
入
補
助
制
度
」
を
設
け
ま
し
た
。
６
月
５

日
現
在
、
生
ご
み
処
理
機
１
０
０
台
、
紙
用

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
24
台
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

補
助
金
の
交
付
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
地
区
が
自
主
的
に
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
み
、
集
め
た
有
価
物
の
売

却
益
を
伝
統
行
事
や
環
境
美
化
活
動
な
ど
地

区
の
公
益
事
業
に
活
用
し
て
も
ら
う
「
家
庭

ご
み
減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
も
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
12
地
区
か
ら
要
望
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
先
月
、
古
津
賀
第
２
団
地
地
区
を
第

１
号
と
す
る
事
業
認
定
を
行
い
、
具
体
的
な

事
業
開
始
に
向
け
て
の
地
元
説
明
会
等
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
ご
み
と
資
源
ご
み
の
排
出
状
況
で

す
。
平
成
18
年
度
の
ご
み
の
総
排
出
量
は
前

年
度
対
比
で
９
２
８
ト
ン
、
率
に
し
て
６
・

４
％
の
減
量
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
資

源
ご
み
の
排
出
量
は
前
年
度
対
比
で
82
ト
ン

の
増
量
が
図
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
４
・

７
％
か
ら
５
・
６
％
へ
と
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村
中
学
校
運
動
場
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
を
予
定

　
平
成
16
年
度
に
着
手
し
ま
し
た
中
村
中
学

校
校
舎
改
築
は
、
昨
年
10
月
に
は
校
舎
本
体

が
完
成
し
、
残
す
と
こ
ろ
は
今
年
度
施
工
す

る
運
動
場
の
整
備
等
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
発
注
は
国
の
事
業
認
可
後
と
な
り
ま

す
が
、
目
処
と
し
ま
し
て
は
７
月
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

全
校
給
食
実
施

　
　
　
平
成
21
年
度
を
目
指
し
て

　
昨
年
６
月
よ
り
四
万
十
市
学
校
給
食
推
進

計
画
検
討
委
員
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

給
食
未
実
施
小
学
校
の
給
食
実
施
で
す
が
、

検
討
結
果
を
２
月
23
日
に
「
四
万
十
市
給
食

未
実
施
小
学
校
の
給
食
実
施
に
向
け
た
検
討

報
告
書
」
と
し
て
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
在
、
こ
れ
を
も
と
に
新
た
な
給
食
施

設
の
建
設
に
向
け
た
計
画
書
を
策
定
し
、
平

成
21
年
度
か
ら
の
稼
動
を
目
指
し
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
施
設
の
形
態
と
し
て
は
、
既
設
の
「
ス
ク

ー
ル
ミ
ー
ル
ひ
が
し
や
ま
」
と
同
様
「
親
子

方
式
」
と
し
、
位
置
お
よ
び
規
模
に
つ
き
ま

し
て
は
、
給
食
未
実
施
小
学
校
９
校
お
よ
び

現
在
自
校
方
式
で
給
食
を
実
施
し
て
い
る
中

全校給食実施平成21年度稼動を目指す
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平
成
19
年
７
月
号

授
・
准
教
授
、
市
の
担
当
課
長
で
専
門
部
会

も
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
当

面
は
「
四
万
十
川
専
門
部
会
」
を
設
置
し
、

「
四
万
十
川
保
全
・
振
興
プ
ラ
ン
」
の
策
定

を
行
い
、
具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

進
む
道
路
整
備

　
　
　
―
半
家
バ
イ
パ
ス
開
通
―

　
ま
ず
高
規
格
の
中
村
宿
毛
道
路
で
す
が
、

四
万
十
川
に
架
か
る
「
新
四
万
十
大
橋
」
の

上
部
工
の
橋
げ
た
が
完
成
し
、
坂
本
第
２
ト

ン
ネ
ル
の
貫
通
と
と
も
に
中
村
イ
ン
タ
ー
ま

で
の
道
路
形
態
が
概
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
村
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
供
用
開
始
は
平
成
20

年
度
で
す
。

　
ま
た
、
国
道
の
整
備
で
は
、
四
万
十
町
窪

川
か
ら
愛
媛
県
宇
和
島
市
へ
と
通
じ
る
国
道

３
８
１
号
の
「
半
家
バ
イ
パ
ス
」
が
完
成
し
、

６
月
10
日
に
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
県
内
に
お
け
る
国
道
３
８
１
号
の
改

良
は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
地

域
の
産
業
・
交
通
・
文
化
向
上
な
ど
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
道
４
４
１
号
が

整
備
さ
れ
ま
す
と
、
窪
川
方
面
よ
り
ダ
イ
レ

ク
ト
に
大
型
観
光
バ
ス
の
走
行
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
四
万
十
川
観
光
を
は
じ
め
、
今
後

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
一
方
、
こ
の
道
路
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

形
成
し
、
新
市
建
設
の
一
躍
を
担
う
国
道
４

４
１
号
で
す
が
、
平
成
19
年
度
の
早
い
時
期

に
網
代
工
区
の
「
網
代
ト
ン
ネ
ル
」
が
着
工

さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
網

代
ト
ン
ネ
ル
」
は
延
長
が
約
１
９
０
０
メ
ー

ト
ル
で
、
岩
間
側
よ
り
工
事
着
手
さ
れ
ま
す
。

国
道
４
４
１
号
の
全
線
改
良
に
向
け
ま
し
て
、

引
き
続
い
て
全
力
で
建
設
促
進
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

不
適
切
な
市
道
工
事

　
市
道
藤
ノ
川
線
の
不
適
切
な
工
事
に
関
す

る
そ
の
後
の
経
過
と
対
応
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
の
第
２
回

目
の
審
理
が
４
月
20
日
に
高
知
市
内
で
開
催

さ
れ
、
こ
こ
で
審
査
会
か
ら
「
四
万
十
市
の

求
め
る
手
直
し
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
費
用
に
つ
い
て
は
双
方
が
負
担
し
合
う
」

と
の
調
停
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
審
査
会
手
続
き
に
定
め
る
最
終
的
な「
勧

告
と
し
て
の
調
停
案
」
で
は
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
の
審
理
状
況
か
ら
す
る
と
、
事
実

上
の
最
終
的
な
調
停
案
が
示
さ
れ
た
も
の
と

認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
調
停
案
は
こ

れ
ま
で
市
が
主
張
し
て
い
る
「
両
者
間
で
締

結
し
た
工
事
請
負
契
約
に
基
づ
く
目
的
物
が

達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
瑕
疵
が
あ
り
、

全
面
的
な
補
修
を
求
め
る
」
と
の
内
容
に
沿

っ
た
も
の
で
な
く
、
手
直
し
工
事
経
費
の
一

部
免
除
を
容
認
す
る
内
容
で
あ
り
、
こ
の
調

停
案
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
５

月
18
日
に
開
か
れ
た
第
３
回
目
の
審
理
で
回

答
し
ま
し
た
。
同
日
、
審
査
会
か
ら
「
当
事

者
間
に
合
意
が
成
立
す
る
見
込
み
が
な
い
と

認
め
た
の
で
調
停
を
打
ち
切
っ
た
」
と
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
市
と
し
て
は
相

手
方
に
手
直
し
工
事
を
行
う
意
思
が
無
い
こ

と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
手
直
し
に
係
る
費

用
は
別
途
精
算
の
う
え
損
害
賠
償
の
請
求
を

行
う
旨
通
知
し
、
他
の
業
者
に
こ
れ
を
発
注

す
る
こ
と
と
し
て
、
入
札
の
う
え
６
月
７
日

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
み
減
量
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

四
万
十
川
の
環
境
保
全
・
産
業
振
興

に
向
け
高
知
大
学
と
協
定
締
結

　「
四
万
十
川
の
環
境
保
全
」、「
内
水
面
漁
業

の
振
興
」、「
学
術
情
報
の
提
供
お
よ
び
講
師

の
派
遣
協
力
」
等
に
関
す
る
事
業
を
高
知
大

学
と
共
同
で
取
り
組
む
た
め
の
「
官
学
連
携

事
業
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を
６
月
５

日
に
調
印
し
ま
し
た
。
高
知
大
学
が
県
内
自

治
体
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
の
は
高
知
市
な
ど

に
次
い
で
８
例
目
に
な
り
ま
す
。
連
携
事
業

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
学
が
持
っ
て
い
る
人
的

財
産
や
科
学
技
術
な
ど
の
各
種
ノ
ウ
ハ
ウ
を

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
す
。
特
に
高
知
大
学
は
、
四

万
十
川
汽
水
域
の
環
境
や
生
態
系
の
調
査
研

究
に
長
年
の
実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
内
水

面
漁
業
の
振
興
対
策
を
は
じ
め
、
ス
ジ
ア
オ

ノ
リ
な
ど
の
成
分
・
効
能
を
科
学
的
に
分
析

し
、
食
品
素
材
で
な
い
新
分
野
で
の
活
用
の

研
究
開
発
や
商
品
化
の
可
能
性
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
と
大
学
の
連
携
事
業
を

よ
り
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
副
市
長
・
副
学

長
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
「
官
学
連
携

事
業
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
全
体
を
見
通

し
な
が
ら
企
画
、
総
合
調
整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
、
市
民
福
祉
の

向
上
や
環
境
保
全
な
ど
、
地
域
課
題
別
に
教

か
　
し

半家バイパスの完成により
県内国道381号の改良はすべて終了した（6/10）

さまざまな分野での協力が期待される
高知大学との連携事業スタート（6/5）
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平
成
19
年
７
月
号

路
よ
り
西
側
部
分
の
関
係
者
の
方
々
に
対
し

用
地
取
得
に
関
す
る
相
談
を
始
め
、
こ
れ
ま

で
土
地
所
有
者
６
名
の
う
ち
５
名
の
方
と
不

動
産
売
買
契
約
を
、
借
家
人
９
名
の
う
ち
８

名
の
方
と
移
転
補
償
契
約
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
ま
た
４
月
か
ら
は
、
正
面
入
口
進
入
路

よ
り
東
側
部
分
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
の
方

々
に
正
式
に
ご
相
談
し
、
土
地
所
有
者
５
名

の
う
ち
３
名
の
方
と
不
動
産
売
買
契
約
を
、

移
転
補
償
対
象
者
３
名
の
う
ち
１
名
の
方
と

移
転
補
償
契
約
を
そ
れ
ぞ
れ
締
結
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
残
り
の
６
名
（
実
質
４
名
）

の
方
々
に
つ
い
て
も
庁
舎
建
設
の
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
細
部
に
つ
い

て
の
交
渉
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
用
地
取
得
を
終
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
庁
舎
本
体
工

事
に
向
け
て
の
実
施
設
計
に
つ
い
て
で
す
が
、

質
の
高
い
建
築
設
計
を
実
現
す
る
た
め
に
は

高
い
技
術
力
や
優
れ
た
設
計
体
制
・
実
績
を

有
す
る
優
秀
な
業
者
に
委
託
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
委
託
業
者
の
選
定
手
法
と
し
て「
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
去
る
６
月
６
日
に
第
１
回
目
の
業

者
選
定
委
員
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

６
月
中
旬
に
は
委
託
業
者
選
定
に
向
け
て
の

公
募
を
開
始
し
ま
す
。

に
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
も
２
年
目
が
終

了
し
、
現
在
、
そ
の
成
果
や
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
財
政
効
果
額
等
に
つ
い
て
は
平
成
18
年

度
の
収
支
決
算
の
確
定
を
待
っ
て
か
ら
に
な

り
ま
す
が
、
組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る
職

員
数
の
削
減
や
、
給
与
支
給
額
の
カ
ッ
ト
に

よ
る
人
件
費
の
抑
制
、
光
熱
水
費
、
消
耗
品

費
、
県
外
出
張
の
経
費
節
減
等
に
つ
い
て
は

継
続
し
た
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
が
持
続
さ

れ
て
お
り
、
新
た
に
遊
休
資
産
の
売
却
、
元

町
保
育
所
の
統
廃
合
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム

導
入
の
第
一
段
と
な
る
管
理
職
を
対
象
と
す

る
人
事
評
価
の
試
行
と
い
っ
た
計
画
項
目
に

つ
い
て
も
進
捗
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
税
を
始
め
と
す
る
各
種
収
納
金

の
収
納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

各
担
当
課
で
精
一
杯
の
努
力
を
行
い
、
一
部
、

市
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
全
体
的
に
は
思
う

よ
う
な
成
果
が
現
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

は
新
た
な
視
点
で
の
収
納
率
向
上
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
建
設

　
ま
ず
用
地
取
得
状
況
で
す
が
、
昨
年
の
12

月
か
ら
大
橋
通
り
側
か
ら
の
正
面
入
口
進
入

各課紹介 vol.11 こんにちは です。水道課
安全でおいしい水道水を飲んでいただくためがんばっています。

＝口座振替の推進にご協力を＝

●工務係●　　　　　　　　　
　水道水の水質管理、水道本管の新
設布設替・維持管理や給水装置工事
の受け付けを行っています。
　また、水道管の漏水・断水事故等
が発生した時は、早期復旧に努め、
市民の皆様に安定した水道水を供給
するべく日夜努力しております。　

●総務係●
　水道の給停水業務や検針・徴収な
どの水道料金に関する事務を行って
います。

上水道の仕組み上水道の仕組み

四
万
十
川

送水管

配水管～
給水管

為松公園

水源地
（河川敷）

滅菌室（水道課）
（次亜塩素酸ナトリウム）

為松公園

家庭

水源地
（河川敷）

滅菌室（水道課）
（次亜塩素酸ナトリウム）

久山配水池

●問い合わせ先●
（本庁）水道課  （３４）１７１１

導水管
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医療制度が変わります医療制度が変わります
後期高齢者医療制度が平成20年４月から始まります

後期高齢者医療制度

　現在、75歳以上の人（一定の障害のある人は65歳以上）は、国保や健康保険組合などの医療保険制

度に加入した上で、「老人保健制度」で医療を受けていますが、平成20年４月からは新たに独立した

医療制度となる「後期高齢者医療制度」で医療を受けることになります。

現　在

老人保健制度
75歳以上の
国民健康保険・健康保険組合・船員保
険・共済組合等の被保険者

　75歳の誕生日当日から、また65歳以上の人が寝たきり等の認定を受けた時からです。

　誕生日到達時点で現在加入している保険の資格は自動的に喪失し、後期高齢者医療制度の被保険

者となりますので、加入の手続き等は特にありません。

　平成20年４月時点で75歳以上の人は、自動的に「後期高齢者医療制度の被保険者」になります。

運営主体：各市町村

平成20年４月

後期高齢者医療制度 の被保険者

運営主体：県下市町村が加入する広域連合

Q A

A

＆

被保険者となるのはいつから？ Q

　被保険者一人ひとりが納めることになり、基本的に年金から天引きされることになります。

　年金天引きができない人は、自分で納めていただくこと（普通徴収）になります。

　社会保険等の被扶養者で現在保険料を払っていない人も納めていただくことになります。

A

保険料の納め方は？Q

　均等割額＋所得割額で計算されます。保険料率等の詳細は11月の広域連合議会において決定され

ることになります。所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて均等割額の７割・５割・２割の軽減

措置があります。

A

保険料の決定は？Q

　特別な理由がなく滞納したときは、有効期間の短い「短期被保険者証」が交付され、滞納が１年

以上続くと「資格証明書※」が交付されることになります。
A

保険料を滞納したときは？Q

　運営主体は代わりますが、いままでと同様に、各種申請・届出の受付、保険証の引き渡しなどの

手続きは市役所で行います。
A

窓口は？Q

　後期高齢者医療制度独自の新しい保険証を一人に１枚交付します。A

保険証は？Q

　現在と同じで、一般の人は「１割負担」、現役並み所得のある人は「３割負担」です。A

一部負担金の割合は？Q

後期高齢者医療制度については、広報四万十10月号・翌３月号で再度お知らせする予定です。

問い合わせ先
（本　　庁）市民課国保年金係　 （３４）１１１４
（総合支所）住民課住民国保係　 （５２）１１１１

※資格証明書…医療費をいったん全額支払い、後で払い戻しを受ける必要がある保険証
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まちの話題

　５月18日（金）第122回四国市長会議が、四国内全38市の市

長等の出席のもと開催されました。会長の大西秀人高松市長

の開会のあいさつに続いて来賓からも、去る４月17日銃撃事

件で死去した長崎市長の死を悼む声が相次ぎました。

　会議では、四県の各市長会が予め提出していた42の議案を

協議し、地方の医師確保対策や南海地震対策の充実など10件

にまとめました。これは、６月６日に東京都で開かれた全国

市長会議へ提出されました。

　毎年恒例となった「あじさい接待所」が６月２日（土）に開

かれました。八分咲きの花は、時折の雨を受けしっとりとし

た表情をみせてくれました。

　接待所では、お茶やぜんざいが無料で振る舞われ、この他

にもかわらっこ市による地場産品の販売や野点も楽しむこと

ができました。

　あじさい接待所は、花まつりキャンペーンスタンプラリー

の最終イベント。全部を制覇した52人には後日、四万十特産

ノリの佃煮など景品が贈られたということです。

開催地市長としてあいさつする沢田市長

　西土佐建設協会は5月19日（土）、国道381号ほか４線で植栽

などのロードボランティアをしました。同協会は、西土佐地

域の建設業者11社で構成されていて、05年に幡多土木事務所

にボランティア組織として登録して以来、毎年ボランティア

活動を行っています。

　この日は、西土佐地域の建設業者11社から約15人が参加し、

国道381号沿いの西土佐江川　から半家間の各花壇をサルビア

や日々草、マリーゴールドなどに植え替えました。花壇には、

工事現場から出た木材を利用したチップを敷き詰めて利用しています。また、西土佐地域内の県道２線、

市道１線のカーブミラーの清掃も行いました。

　同会の金谷光人会長は「今回のロードボランティアは、6月10日に開通する国道381号を少しでも気持ち

良く通ってもらおうと行ったものだが、これからも地域の皆様に喜んでもらえる活動を続けていきたい」

と抱負を語ってくれました。

　４Hクラブとは、よりよい農業、農村を創るために活動してい

る全国的な青年組織です。

　西土佐４Hクラブでは、昨年より、西土佐大宮地区の農地をお

借りし、サツマイモの栽培に取り組んでいます。今年も６月２日

（土）香南市の農家でサツマイモのツルを採取し、同日大宮地区の

ほ場に植え付け作業を行いました。当日はあいにくの雨でしたが、

クラブ員６人で約４アールのほ場で作業を行いました。ほ場の一

部は、地元大宮保育所の園児に植え付けか収穫体験をしてもらう

ようにしています。また、収穫したサツマイモは西土佐産業祭などで販売する予定です。

　イモ植えは、西土佐４Hクラブ員の中に、農業に従事する青年が少ないことから、まず農業体験をしよう

ということで始めた取り組みです。西土佐４Hクラブの代表者は「地元等農家との交流や保育園児等との世

代間交流も行っていきたい」と話していました。



■まちの話題　　四万十市公式ホームページにてご覧いただけます。ホームページアドレス　h t t p : / / www . c i t y . s h i m a n t o . l g . j p /

　“まちの話題”では四万十市でのイベントやボランティア活動、また伝統行事やいろいろな名人・がんばっている人などとっ
ておきの話題を紹介します。このコーナーにふさわしい情報をご提供ください。
（本庁）企画広報課　ＴＥＬ(３４)６１２８　ＦＡＸ(３５)０００７（総合支所）総務課　ＴＥＬ(５２)１１１１　ＦＡＸ(５２)２１２４

　６月６日（水）に大西ノ川で純米吟醸「とみやま」の原料となる酒米

「吟の夢」の田植えがとみやま酒米生産部によって行われました。ま

た、４月から国際交流員として中国から来ている陶剣秋さんも田植え

を手伝いました。とみやま酒米生産部は旧中村市および関係機関の富

山地域への呼びかけにより結成。「酒米で富山地域に活力を！！」を

合言葉に活動しています。酒米は富山地域の８農家、約1.3ヘクタール

の水田に植えられ９月には収穫できる予定です。

　今年で７年目を迎える純米吟醸「とみやま」は、酒米「吟の夢」のみを使用し、仕込み水
には四万十川伏流水を使い、四万十市中村にこだわりを持って作られている日本酒です。
　現在、平成19年度「純米吟醸とみやま」のオーナーを募集しています。オーナー１口あた
り、４合ビン（720ml）で３種類（袋吊りうすにごり、しぼりたてうわずみ、無ろ過原酒）各
２本で計６本となっています。

　６月８日（金）中村スーパーマーケット本部・フジグラン四万十・須崎

スーパーストア・サニーマート・マルナカ中村一条店と市が災害時にお

ける生活必需品の調達に関する協定の調印を行いました。この調印は、

災害発生時、各量販店が市の要請に応じて食料品や飲料水・日用品など

を供給するというものです。

　次の南海地震は30年以内に50パーセント以上の確立で発生するとい

われていて、県の想定では冬の夕方この地震が発生した場合、市内で１

万3000人余りの避難者がでると予測されています。市単独でこれだけ

の人数の物資を備蓄するのは費用や保管場所など困難な面もありますが、

今回の調印により、いざという時に必要な物資を優先的に市が調達する

ことができるようになり、被災後の応急体制の向上につながります。

 西土佐薮ケ市の沿道に咲く、色とりどりのユリの花が見ごろ

を迎えた６月10日（日）ユリ祭りが行われました。

　西土佐橘の津大橋を渡り、目黒川沿いを上流に車で約20分。

山間を抜けると、きれいなユリの花が沿道を飾っています。こ

の夢ゆりの道は、９年前から西土佐薮ケ市地域の「薮ケ市里づ

くり委員会」を中心に地元住民で整備を続け、現在では約

5,000本となり、訪れた人の目を楽しませていました。

とうけんしゅう

純米吟醸「とみやま」
オーナー募集中

　●申し込み・問い合わせ先●　藤娘酒造株式会社「とみやま」専用ダイヤル　　０９０（５２７２）８４９３

　川　小学校では、県の四万十川条例で定めている四万十川独自の水質基

準「清流基準」について、身近な川（広見川）の環境調査を行っています。

　この調査は、平成16年度から「奈路子ども会」で実施していましたが、

平成18年度からは川　小学校の４年生が環境学習

の授業で１年間、広見川の水生生物や川の透明性

を調査し、四季の川の状況を知り、川をきれいに

するための方法について学習しています。

　その他、西土佐地域では、口屋内小学校や中村

高校西土佐分校でも、身近な川の環境を調査して

います。
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募集しています。　市立図書館 （３５）２９２３問

市教委だより

球技で仲間づくり
　６月１日（金）西土佐地域の小学３年生から６年生までを対象と

した球技交歓会が行われました。

　交歓会は、川　小学校と西土佐中学校の体育館を利用して、３・

４年生はポートボールを、５・６年生はバスケットボールで心地

良い汗を流しました。

　試合は、学校別の対抗戦ではなく混合のチーム編成によって行

われたもので、最初は戸惑いもあったようですが、すぐに仲良く

なった子どもたちによって、次々と熱戦が繰り広げられました。

　球技を通じて、広く仲間づくりを進める交歓会の第一目的は充

分に達成された１日となりました。

　「歴史民族文化の里権谷せせらぎ交流館」が本年４月にオープ

ンしました。

　交流館では、民具や満州分村の資料が展示され、古い民具など

の使用体験ができます。また、こんにゃく作りや餅つきなどの体

験学習も準備されています。

　交流館は、旧権谷小学校（平成15年度休校）を用途変更し社会

教育施設として開館したもので、指定管理者となった権谷郷が中

心となって、４月14日（土）に開館式が執り行われました。

　当日は、多くの皆さんの前で、地元の郷土芸能などが披露され

ました。

　交流館はどなたでもご利用になれますが、予約制となっていま

すので、前もってご連絡をお願いします。

　なお、日曜日の13時から17時までは予約無しで入館できます。

　６月11日（月）利岡小学校６年生９人が古墳時代についての出前

授業を受講しました。

　当日は、古津賀地域で出土した遺物に触れて古墳時代の暮らし

を考え、郷土資料館では古津賀古墳から見つかったイヤリングな

どの出土品を見学しました。

　また、授業の最後には古津賀古墳の石室に入って、古墳を作る

技術や石室の仕組みについて学習しました。

＊生涯学習課では、地域の歴史や文化・自然をもっと身近に感じてもら

うために、古墳や土器の見学、史跡めぐり、植物と環境についてなどの

メニューを用意しています。ご利用を希望される場合はご相談ください。

出前授業を行いました

権谷せせらぎ交流館オープン

（市）教育委員会生涯学習課　 （３４）７３１１
E - M a i l 　 c u l t u r e @ c i t y . s h i m a n t o . l g . j p

出前授業の
問い合わせ先

権谷せせらぎ交流館　　　　　 （５２）１１６８
（市）教育委員会西土佐事務所　 （５２）１１１０

連絡先

ごんだにむら
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
親子ふれあい活動 １・２・３歳児対象 その他の活動

　もみじのお友だちとリズムをした後、プールで水遊びを

楽しむよ。

もみじのプールで水遊び　①②③

①7月17日(火)、②19日(木)、③20日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場

　お母さんも子どもたちも、おやつを食べながらほっと一

息…おしゃべりを楽しもうね！①グループは、栄養士さん

の作ってくれる保育所の手作りおやつをいただきます。（②、

③グループは9月、10月を予定しています。お楽しみに…）

②、③グループについては、おやつを持ってきてください。

ぽっぽでティータイム　①②③

①7月24日(火)、②26日(木)、③27日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　大きな大きな紙に、力いっぱいお絵描きをするよ。その

後は、プールで思い切り水遊びを楽しもうね！

大きな紙でお絵描き　①②③

①8月6日(月)、②9日(木)、③10日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　お母さんと一緒にゆったり水遊び。冷たくていい気持ちだよ！

ぴよちゃんクラブ　①②

①8月２日(木)、②３日(金) 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　7月生まれのお友だちの誕生日をみんなでお祝いしようね。

お誕生会

７月30日(月) 9：30～11：30
子育て支援センター分室（もみじ保育所内）

時

場

※新たに参加を希望する人は、準備などの都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついて

　いる活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”問い合わせ先
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所） （３５）３７４８

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいることなど

気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所

しての相談にも応じます。

　第3火曜日は、家庭児童相談員による育児相談を行って

います。

相談日/月～金曜日　9：00～17：00

17歳のための世界と日本の見方

アパルーサの決闘

エクステリアDIY入門

江戸は心意気

カオスの娘

銀しゃり

ことばの遅れのすべてがわかる本

仕事と人生

小説こちら葛飾区亀有公園前派出所

知ることより考えること

新女性マーケットHahako世代をねらえ！

挑発者

パン・ウェイさんちのふだんぎ着中華

松岡　正剛

ロバート・B．パーカー

地球丸

山本　一力

島田　雅彦

山本　一力

中川　信子

城山　三郎

大沢　在昌

池田　晶子

牛窪　恵

東　直己

パン・ウェイ

おじいちゃんのごくらくごくらく

ハキちゃんの「はっぴょうします」

ぼくのパパはおおおとこ

はっぱじゃないよぼくがいる

りんごあげるね

ピトゥスの動物園

ゆりかごは口の中

干し柿

七草小屋のふしぎなわすれもの

両親をしつけよう！

平和の種をまく

あきらめないこと、それが冒険だ

レネット

一億百万光年先に住むウサギ

世界一おいしい火山の本

てのひらの中の宇宙

ぼくたちの砦

泣き虫しょったんの奇跡

長谷川　義史

つちだ　のぶこ

イングリッド・ゴドン

姉崎　一馬

さえぐさ　ひろこ

サバスティア・スリバス

岩崎　保宏

西村　豊

島村　木綿子

ピート・ジョンソン

大塚　敦子

野口　健

名木田　恵子

那須田　淳

林　信太郎

川端　裕人

エリザベス・レアード

瀬川　晶司

一般書

7

※雨天の場合は中止します。竹島・東山・下田・具同・八束保育所、愛育
　園以外は駐車場がありませんので、車での来所はご遠慮ください。

も み じ 保 育 所
竹 島 保 育 所

〃
東 山 保 育 所
下 田 保 育 所
東 中 筋 保 育 所
古 津 賀 保 育 所
愛 育 園
具 同 保 育 所
古津賀東保育所
あ お ぎ 保 育 所
八 束 保 育 所

10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30
10：00～11：00
10：00～11：00
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30
9：30～10：30

駐車場なし

駐車場なし
駐車場なし
中村中

駐車場なし
駐車場なし

月　　　日保　育　所　名 時　　　間 備　　考

7月18日
7月18日
8月 8日
7月19日
7月20日
7月21日
7月23日
7月24日
7月25日
8月 8日
8月 9日
8月10日

水
水
水
木
金
土
月
火
水
水
木
金

園庭開放

読書感想文
全国コンクール
課題図書

小
学
校

低
学
年
の
部

小
学
校

中
学
年
の
部

小
学
校

高
学
年
の
部

中
学
校
の
部

高
等
学
校

の
部

■読み聞かせ　どなたでも参加いただけます。毎週土曜日14時～14時30分、市立図書館。読み聞かせボランティアも
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７
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
は

　
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
強
調
旬
間

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会

の
歴
史
的
発
展
過
程
に
お
い
て

形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に

基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国

民
の
一
部
の
集
団
が
経
済
的･
社

会
的
・
文
化
的
に
低
位
の
状
態

に
お
か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い

て
も
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ

れ
、
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全

に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、

も
っ
と
も
深
刻
に
し
て
重
大
な

社
会
問
題
で
す
。

　
封
建
社
会
の
身
分
制
度
の
も

と
、
同
和
地
区
住
民
は
最
下
級

の
身
分
と
し
て
規
定
さ
れ
、
職

業
、
住
居
、
婚
姻
、
服
装
等
に

い
た
る
ま
で
社
会
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
面
で
き
び
し
い
差
別
扱
い

を
受
け
る
な
ど
、
人
格
を
ふ
み

に
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
明
治
維
新
の
変
革
で
明
治

４
年
８
月
28
日
公
布
さ
れ
た
太

政
官
布
告
（
解
放
令
）
第
61
号

に
よ
り
、
同
和
地
区
住
民
は
、

一
応
制
度
上
の
身
分
差
別
か
ら

解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭

和
50
年
８
月
か
ら
昭
和
56
年
８

月
ま
で
こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を

強
調
週
間
と
し
て
啓
発
事
業
を
実

施
し
、
昭
和
56
年
か
ら
は
昭
和
44

年
７
月
10
日
に
施
行
さ
れ
た
「
同
和

対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
を
記
念

し
て
７
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
を

強
調
旬
間
と
し
て
啓
発
事
業
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
と

い
う
本
人
に
は
責
任
の
な
い
理
由

で
、
多
く
の
人
が
人
間
と
し
て
幸

せ
に
生
き
る
権
利
や
自
由
を
侵
害

さ
れ
社
会
的
に
不
利
益
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
部
落
差
別
」
の
落
書
き
・

中
傷
な
ど
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
21
世
紀
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問

題
を
解
決
し
て
い
く
人
権
の
世
紀

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、「
子

ど
も
」・「
女
性
」・「
高
齢
者
」・「
同

和
問
題
」・「
障
害
者
」・「
感
染
症
者
」・

「
外
国
人
」
等
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
解
決
が
急
務
で
あ
り
最

重
要
課
題
で
す
。

　
四
万
十
市
で
は
、
人
権
問
題
解

決
を
目
的
に
、「
講
演
」・「
研
修
会
」

（
要
申
請
、
随
時
）・「
講
座
」（
定
期
）

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（本庁）人権啓発課　 （３５）１０３５　（市）教育委員会西土佐事務所　 （５２）１１１０問い合わせ先

　
支
え
あ
う
地
域
の
実
現
を
目
的
に
口

演
を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
の
口
演
が
大
好
評
だ
っ
た
矢
野

大
和
さ
ん
に
、
今
年
も
家
庭
や
地
域
な

ど
身
近
な
こ
と
を
題
材
に
し
た
内
容
で

話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
全
国
各
地
で

年
間
４
０
０
回
以
上
口
演
を
し
て
い
ま

す
よ
う
に
、
と
に
か
く
面
白
い
の
で
爆

笑
し
ま
す
。
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
家
族
で
、
友

人
で
、
地
域
で
、職
場
で
誘
い
合
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。
入
場
料
は
、
す
べ
て
無

料
で
す
。

日
時
　
８
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル（
ホ
ー
ル
）

日
時
　
８
月
23
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）

臨
時
駐
車
場
　
中
村
小
学
校
校
庭

　
　
　
　
　
　
18
時
20
分
〜
20
時
50
分

口
演
「
人
権
落
語
」

矢野 大和  プロフィール
　地元、宇目町立小野市小学
校・中学校を卒業後、大分県
立佐伯鶴城高校へ進学。 
高校では先生の反対を押し切
って『落語研究会』を発足。
昭和55年、国学院大学経済学
科を卒業。
　昭和55年5月、大分県宇目町
役場に就職。平成17年3月、市
町村合併により佐伯市となり、
秘書広報課広報付係長任命。平成18年4月、観光広報
係長兼佐伯市観光大使任命。

四万十市人権問題啓発研修会・地区別人権教室支援事業
　四万十市では、地域や企業等が人権学習会をする時の

講師紹介や謝金の助成を行っています。

　人権課題は、今日においても生命、身体の安全にかか

わる事象や社会的身分、門地、人種、信条、障害等によ

る不当な差別や人権侵害があります。

　市民がお互いに支え合う地域づくりを目指し、一人ひ

とりが身近な人権課題を正しく理解し解決して、心明るく

幸せな家庭生活と地域社会が築かれ、「人権が尊重される

都市」が実現されるように、あなたの地区や企業でも人

権学習会をしませんか。

■趣旨■

　皆さんに人権の課題（子ども・女性・高齢者・同和問題・障

害者・ＨＩＶ感染者・ハンセン病感染者・外国人など）につ

いて学習していただいて、一人ひとりの人権が尊重される

都市の実現をめざすものです。

■支援の内容■

　①四万十市人権教育・啓発登録講師の紹介をします。

　②四万十市講師等謝金の取り扱いによって、講師謝金を助成します。

　③人権啓発用機材(プロジェクター、スクリーン等)・ビ

　　デオの貸し出し、または、職員が上映します。

ま    ち

ま    ち

■学習会の内容■
　講演会、人権コンサート（弾き語り）、お話しやビデオ
鑑賞など人権に係る学習です。
■人権問題啓発研修会■
　対 象 者：企業・各種団体
　主　　催：「企業等」または「企業等・四万十市」
■地区別人権教室■
　対象地区：四万十市全地区
　主　　催：「開催地区」または「開催地区・四万十市」
　開催時間：９時～20時30分（原則）
　当該区民・住民の協力のもとに集会所等で実施するものです。
※ 申請方法や実施期間など詳細についてはお問い合わせください。
四万十市人権啓発講師（敬称略）

山本　衞

西川　登

宮谷　司

松井　浩之

鈴木　順一郎

前田　慎一

宮川　成也

稲田　充宏

人権全般

人権全般

人権全般

子どもと家庭

人権全般 

人権全般 

森本　悦夫

山　　利彦

島田　義富

前田　浩文

今城　久枝

陶　剣秋

　 前田　浩文

　 森本　悦夫

子ども　女性

子ども　女性

地域福祉に関わる人権全般

外国人

スクールカウンセラー
から見た人権全般
子ども・障害者・高齢者・
ＨＩＶ感染者等

（
共
演
）

子ども
同和問題（弾き語り）

子ども
同和問題（弾き語り）

子ども　同和問題
（弾き語り）
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～皆さんの『まち』が変わります！～

　皆さんは「中心市街地」とか「中心市街地の活性化」という言葉を聞いたことがありますか。

　中心市街地とは、居住や産業などのさまざまな機能をもった、地域の人々の生活の場や周辺から訪れる

人々の交流の場で、長い歴史のなかで地域独自の文化や伝統を育んできた「まちの顔」とも言える場所の

ことです。四万十市でいえは、一條神社を中心とする四万十川と後川にはさまれた旧中村町内のエリアを

指します。

　ひとが笑えば、心もからだも元気になります。同じように「まちの顔」が“笑顔”でいっぱいになれば、

まち全体が元気になります。活性化とは、まち全体が元気になることです。しかし、ここ数年「まちの顔」

に“笑顔”が少なくなってきています。その原因は高齢化が進んで人が少なくなったり、空き店舗が多く

なったことなどが考えられます。

　そこで市では、「まちの顔」に“笑顔”を取り戻し、まち全体を

元気に（活性化）するために「新しい中心市街地活性化基本計画」

の策定に取り組んでいます。

　計画の策定には、皆さんの応援と協力が必要です。今後官民一体

となった取り組み状況についてお知らせしていきますので、よろし

くお願いします。

　　問い合わせ先　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３

　皆さんは「中心市街地」とか「中心市街地の活性化」という言葉を聞いたことがありますか。

　中心市街地とは、居住や産業などのさまざまな機能をもった、地域の人々の生活の場や周辺から訪れる

人々の交流の場で、長い歴史のなかで地域独自の文化や伝統を育んできた「まちの顔」とも言える場所の

ことです。四万十市でいえば、一條神社を中心とする四万十川と後川にはさまれた旧中村町内のエリアを

指します。

　ひとが笑えば、心もからだも元気になります。同じように「まちの顔」が“笑顔”でいっぱいになれば、

まち全体が元気になります。活性化とは、まち全体が元気になることです。しかし、ここ数年「まちの顔」

に“笑顔”が少なくなってきています。その原因は高齢化が進んで人が少なくなったり、空き店舗が多く

なったことなどが考えられます。

　そこで市では、「まちの顔」に“笑顔”を取り戻し、まち全体を

元気に（活性化）するために「新しい中心市街地活性化基本計画」

の策定に取り組んでいます。

　計画の策定には、皆さんの応援と協力が必要です。今後官民一体

となった取り組み状況についてお知らせしていきますので、よろし

くお願いします。

　　問い合わせ先　（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３住むひと・訪れるひとが

“笑顔”になれるまちを目指して

住むひと・訪れるひとが

“笑顔”になれるまちを目指して

しまんと障害者いきいきプラン
四万十市障害者計画及び障害福祉計画を策定しました

　平成19年３月に策定した「－しまんと障害者いきいきプラン－　四万十市障害者計画及び障害福祉

計画」は、市の障害福祉施策に関する基本的な計画と今後の障害福祉サービスを実施するうえでのサ

ービス量を見込むことにより、必要なサービス量をどれだけ確保していくかということを見据え、安

定した効率のよい障害者施策を進めるうえの指針となる計画です。

　「その人らしく主体的に豊かな生活を送ること」ができるまちづくりを基本理念として、障害のあ

る人が地域で生活していくための支援、就労支援や今後のサービス提供基盤の確保など、障害のある

人の自立を支えるまちづくりを目指す内容となっています。

　なお詳細については、市ホームページ（http ://www.c i ty . sh imanto . lg . j p）にも掲載しています

のでご覧ください。

（本　　庁）福祉事務所社会福祉係　　　 （３４）１１２０
（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）　 （５２）１１３２

問い合わせ先

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

　
（
通
称 

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
し
ま
ん
と
）

　
　
　
　
　
　
　
を
設
置
し
ま
し
た

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
虐
待
等
に
よ
り

幼
い
子
ど
も
の
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
医
師
会
、
警
察

署
、
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
関
係
機
関
、

市
の
関
係
課
な
ど
が
連
携
、
協
力
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
支
援
に

取
り
組
め
る
よ
う
平
成
19
年
３
月
に
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
（
通
称

子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
し
ま
ん
と
）
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
虐
待
や
育
児
放
棄
等
で
保
護
が
必
要

な
児
童
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
児
童
相
談
所
も
し
く
は
市
福
祉
事
務

所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健

や
か
に
育
っ
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

窓
口
・
連
絡
先

　
幡
多
児
童
相
談
所

　
　
　
　
　
　
　

（
３
７
）３
１
５
９

（
本
庁
）福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
１
２
０

　
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　

（
３
５
）５
２
５
５

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所
分
室

　
　
　
　
　
　
（
保
健
課
内
）
　

　
　
　
　
　
　
　

（
５
２
）１
１
３
２



16

平
成
19
年
７
月
号

一
條
・
長
宗
我
部
時
代
展

幡
多
に
お
け
る

　
前
関
白
一
條
教
房
公
は
、
応
仁
の
乱
の
勃
発
に
伴

い
、
年
貢
運
上
の
途
絶
え
た
家
領
幡
多
荘
園
の
回
復

を
は
か
る
た
め
、
応
仁
２
年（
１
４
６
８
年
）に
京
都

か
ら
中
村（
現
四
万
十
市
）へ
下
向
し
て
か
ら
、
土
佐

一
條
家
を
興
し
、
中
村
を
土
佐
の
中
心
的
商
都
と
し

て
建
設
し
ま
し
た
。
一
條
家
は
教
房
の
あ
と
房
家
、

房
冬
、
房
基
、
兼
定
と
続
き
ま
し
た
。
や
が
て
兼
定

が
家
老
た
ち
の
策
謀
に
よ
り
豊
後
に
追
放
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
幡
多
は
動
乱
と
な
り
ま
し
た
。
長
宗
我
部

元
親
は
、
直
ち
に
弟
吉
良
親
貞
に
大
軍
を
ひ
き
い
て

幡
多
へ
進
駐
さ
せ
、
兼
定
嫡
子
内
政
を
政
情
不
安
を

理
由
に
支
城
大
津
城（
現
高
知
市
）へ
迎
え
、
事
実
上

一
條
政
権
を
崩
壊
さ
せ
ま
し
た
。

　
天
正
３
年（
１
５
７
５
年
）兼
定
は
豊
後（
大
分
県
）、

伊
予（
愛
媛
県
）の
手
勢
を
も
っ
て
幡
多
奪
回
を
企
て

土
佐
西
部
に
侵
入
し
ま
し
た
が
「
渡
川
（
四
万
十
川
）

合
戦
」
で
長
宗
我
部
軍
に
敗
退
。
再
度
一
條
家
再
興

を
奥
屋
内
方
面
で
図
り
ま
す
が
敗
れ
て
、
宇
和
島
沖

の
戸
島
で
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
長
宗
我
部
元
親
は
、
天
正
13
年（
１
５
８
５
年
）豊

臣
秀
吉
の
四
国
征
伐
に
よ
り
降
伏
し
て
土
佐
一
国
の

領
有
を
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
秀
吉
の
命
に
よ
り

豊
後
戸
次
川
で
島
津
勢
と
戦
い
、
長
男
信
親
と
７
０

０
余
名（
幡
多
の
兵
士
多
数
）の
戦
死
者
を
出
す
大
敗

北
を
喫
し
ま
し
た
。

　
慶
長
４
年（
１
５
９
９
年
）元
親
の
死
に
伴
い
家
督

を
相
続
し
た
盛
親
は
、
関
ヶ
原
の
戦
で
西
軍
に
属
し

た
こ
と
に
よ
り
、
徳
川
家
康
に
領
国
を
没
収
さ
れ
、

京
都
で
寺
小
屋
の
師
匠
な
ど
を
し
た
の
ち
、
豊
臣
秀

頼
の
招
き
に
応
じ
、
大
阪
の
陣
に
参
加
し
、
夏
の
陣

に
お
い
て
藤
堂
勢
を
破
る
な
ど
の
戦
功
を
あ
げ
ま
す

が
結
局
総
崩
れ
と
な
り
敗
走
。
捕
ら
え
ら
れ
、
元
和

元
年（
１
６
１
５
年
）京
都
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

ぼ
っ
ぱ
つ

ち
ゃ
く
し

へ  

つ
ぎ
が
わ

げ
ん 

な

　
今
回
展
示
す
る
の
は
、
土

佐
一
條
家
初
代
房
家
の
画
像
、

渡
川
合
戦
で
一
條
兼
定
の
軍

が
陣
を
は
っ
た
栗
本
城
跡
（
具

同
）
の
出
土
品
、
長
宗
我
部
元

親
の
命
に
よ
っ
て
小
串
城
（
奥

屋
内
）
を
築
い
た
沖
長
門
守
の

鍬
形
と
い
わ
れ
る
も
の
、
戸

次
川
合
戦
に
従
軍
し
て
戦
死

し
た
西
村
吉
大
夫
（
蕨
岡
）
所

用
と
伝
え
ら
れ
る
甲
冑
、
大

阪
夏
の
陣
で
旧
主
盛
親
軍
と

河
内
八
尾
で
対
戦
、
討
ち
死

に
し
た
桑
名
弥
次
兵
衛
（
旧
中

村
城
代
）
に
関
す
る
書
な
ど
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

く
わ
が
た

か
っ
ち
ゅ
う

か
わ
ち    
や   

お

一條房家の画像

紫
糸
威
二
枚
胴
具
足

　
大
分
県
戸
次
川
の
合
戦
に
従
軍
し
、

　
長
宗
我
部
信
親
ら
と
共
に
戦
死
し
た

　
西
村
吉
大
夫（
蕨
岡
）所
用
で
あ
っ
た

　
と
伝
え
ら
れ
る
甲
冑

沖長門守鍬形といわれるもの
　沖長門守は、長宗我部元親の
　命によって小串城（奥屋内）を
　築き一條軍の津島陣を攻略した

桑名弥次兵衛のこと
　中村城代  長宗我部家改易後、

　2,000石の物頭として藤堂高
　虎に仕官  大阪夏の陣で旧主
　盛親軍と対戦　討ち死に

む
ら
さ
き
い
と
お
ど
し
に
ま
い
ど
う
ぐ
そ
く

ものがしら

入館料(１人） 大　　　人　400円(団体割引有り)
高　校　生　200円
中学生以下　無料

日 時 ７月27日(金)～９月27日(木)  ８時30分～17時（受付：16時30分まで）

場 所 市立郷土資料館

六枚張突　形

（椎形）兜

ろくまいばりとっぱいなり

しいなり　かぶと

問い合わせ先　市立郷土資料館　 （３５）４０９６

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の

　
開
発
等
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
近
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、

次
の
三
つ
の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
）
の

範
囲
が
広
が
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

・
四
角
田
（
よ
す
み
だ
）
遺
跡
（
図
１
）

・
坂
本
（
さ
か
も
と
）
遺
跡
（
図
２
）

・
皇
子
山
（
お
う
じ
や
ま
）
城
跡
（
図
２
）

　
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は
、
地
下
に
過
去
の

遺
物
等
が
残
っ
て
い
る
地
域
の
こ
と
で
、
開
発
等
に
先

立
っ
て
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
範
囲
内
、

も
し
く
は
近
隣
に
お
い
て
工
事
等
で
現
状
を
変
更
す
る

計
画
が
あ
る
場
合
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
・
活
用
の

た
め
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（
市
）
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
振
興
係
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
３
４
）７
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
５
）４
２
６
０

図１　四角田遺跡

皇
子
山
城
跡

津
大
橋

津
野
川

網
代

津
大
橋

津
野
川

網
代

四万十川四万十川

坂本坂本

図２　坂本遺跡
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VVOO LL .. 22 22ごみ減量大作戦！ごみ減量大作戦！

問い合わせ先

（本庁）地球環境課
（３４）６１２６

（総合支所）住民課
（５２）１１１１

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量！！！！！！

ご み が 減 っ た よ ！！

家庭ごみ減量チャレンジ事業の認定状況

自 転 車 の 出 し 方 （ お 願 い ）

　四万十市（中村地域）では、ごみの量が年々増加していましたが、平成18年度は前年度に比べ928トン

減少しました。また、リサイクルできる資源ごみについては82トンの増加となり、リサイクル率が向

上しています。これもひとえに市民の皆さんと家庭ごみ減量推進員の皆さんのご協力によりごみの分別

がよくなってきているものと感謝申し上げます。平成19年度は「リサイクル元年」と位置づけ、さら

なるごみの減量化・資源化を目指すこととしています。これからもより一層のご協力をお願いします。

　地区でごみの減量・資源化に取り組んでいただきリサイクルするごみを売却して地区の収益とすると

ともに、地区の振興を図ることを目的としている家庭ごみ減量チャレンジ事業の認定地区は現在５地区

となっています。皆さんの地区でもチャレンジしてみませんか？

　認定第１号の古津賀第２団地では６月６日に初めての売却を行い、約900kgの資源が回収されました。

　４月からリサイクルするごみとして、「鉄・アルミ類（指

定９品目）」が追加されましたが、｢自転車｣については、ご

みかどうかの判断がつきにくく、間違って収集したケースが

ありました。そこで、右のように自転車に｢リサイクルごみ｣

などと印をつけて出していただければスムーズな収集が行え

ます。皆さまのご協力をお願いします。

17年度

18年度

比　較

677

759

82

（12.1%)

13,772

12,762

▲1,010

（▲7.3%)

14,449

13,521

▲ 928

（▲6.4%)

4.69%

5.61%

資源ごみ 合　計

（単位：t）

リサイクル率
資源ごみ
以外のごみ

0.93ポイント
上　昇

ごみ排出量（中村地域）

平成17年度

（６月15日現在）

資源ごみ以外のごみ

平成18年度

15,000ｔ

14,000ｔ

13,000ｔ

12,000ｔ

0ｔ

資源ごみ

13,772ｔ

677ｔ

12,762ｔ

759ｔ

認定番号

１

２

３

４

５

認定地区

古津賀第２団地

井　沢　団　地

右　山　中　区

赤　松　団　地

大橋通４・５丁目

世帯数

340

106

310

110

146

人　数

1,100

300

630

250

232

認　定　日

５月11日

５月28日

５月28日

５月28日

６月12日
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― 管理栄養士からのメッセージ ―

おからクッキー 所要時間30分

＜材料30枚分＞
乾燥おから　120g
薄力粉　　　150g
バター　　　100g
砂糖　　　　　60g
卵　　　　　１個
ごま　　　　　50g

１　バターを常温に戻しておく。

２　フードプロセッサーで、すべての材料を混ぜ合わせる。

３　ボールに取りだし、30等分する。

４　クッキーの形を作り、クッキングシートの上に並べる。

５　170℃に予熱したオーブンで15分焼く。

作
り
方

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

市立市民病院　管理栄養士　池　一美

●
問
い
合
わ
せ
先
●

　
　
（
総
合
支
所
）
保
健
課
　

（
5
2
）1
1
3
2

おからには不溶性の食物繊維がたくさん含

まれています。食物繊維には便通をよくす

る、血糖値の上昇を抑える、血清コレステ

ロールを低下させるなどの生活習慣病を予

防する働きがあることが、種々の研究で明

らかにされています。現代の日本人の食生

活は、食物繊維の摂取量が不足しがちです。

おからを含む大豆製品以外に野菜、こんに

ゃく、きのこ類などに多く含まれているの

で、積極的に取り入れていきましょう。

栄養成分（1枚分）
エネルギー：80kcal
たんぱく質：1.8g
脂　　　質：4.2g
食 物 繊 維：2.3g

　
高
温
や
高
湿
度
の
環
境
下
で
起
こ

る
全
身
の
熱
障
害
を
熱
中
症
と
い
い
、

症
状
に
よ
り
熱
け
い
れ
ん
・
熱
疲
労
・

そ
し
て
体
温
調
節
機
能
障
害
を
伴
う

熱
射
病
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
熱
中
症

は
屋
内
屋
外
を
問
わ
ず
、
高
温
高
湿

環
境
で
生
じ
梅
雨
時
か
ら
盛
夏
、
秋

口
に
か
け
て
注
意
が
必
要
な
病
気
で

す
。

　
人
間
が
�
暑
さ
�
を
感
じ
る
要
素

に
は
単
に
気
温
が
高
い
だ
け
に
よ
る

の
で
は
な
く
「
湿
度
が
高
い
」
「
直

射
日
光
に
あ
た
る
」
「
風
が
全
く
な

い
」
な
ど
の
要
素
も
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
間
が
暑
い
環
境
の
も
と

で
長
い
間
過
ご
す
と
、
徐
々
に
体
温

が
上
昇
し
始
め
ま
す
。
人
間
に
は
体

温
を
一
定
に
保
と
う
と
す
る
機
能
と

し
て
�
皮
膚
の
血
管
拡
張
�
と
�
発

汗
作
用
�
の
二
つ
が
あ
り
こ
の
状
態

が
度
を
過
ぎ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

と
熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
予
防
の
十
か
条

一
　
炎
天
下
の
作
業
や
暑
い
職
場
に
は
熱
中
症
の
危
険
が
あ
る
こ
と

　
　
を
心
得
る
。

二
　
梅
雨
時
で
も
熱
中
症
は
発
生
す
る
の
で
油
断
し
て
は
い
け
な
い
。

三
　
余
計
な
温
熱
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
休
息
や
休
憩
は
涼
し

　
　
い
場
所
で
過
ご
す
。

四
　
温
熱
職
場
に
は
１
週
間
程
度
か
け
て
体
を
慣
ら
す
。

五
　
熱
輻
射
を
反
射
す
る
よ
う
な
白
い
作
業
服
や
帽
子
な
ど
を
着
用

　
　
す
る
。

六
　
次
の
症
状
が
出
た
ら
熱
中
症
の
初
期
症
状
で
あ
る
可
能
性
が
高

　
　
い
の
で
直
ち
に
休
息
す
る
。

　
　
●
前
胸
部
の
皮
膚
湿
疹
　
●
め
ま
い
　
　
●
吐
き
気

　
　
●
ふ
ら
つ
き
　
●
顔
色
が
悪
い
　
●
頭
痛
　
●
疲
れ
や
す
い

　
　
●
下
肢
や
上
肢
の
筋
肉
の
痛
み
や
け
い
れ
ん

七
　
日
陰
や
涼
し
い
場
所
で
し
ば
ら
く
休
み
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど

　
　
を
補
給
す
る
。

八
　
日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
取
る
。

九
　
適
度
な
運
動
を
日
頃
よ
り
行
い
、
ウ
エ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

　
　
心
が
け
る
。

十
　
二
日
酔
い
で
仕
事
に
臨
ま
な
い
。

水
分
補
給
を

忘
れ
ず
に
！

※普通のおからの場合は、200gを電子レンジ（500W）で12分加熱して使うと上手にできます。
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■付属鍼灸院　診療は予約制です。月～金　８時30分～17時　問 付属鍼灸院 （３４）４７９８

保健カレンダー～健康は自分で～

１年に１度は検診を 7

10:00～11:30

7:30～8:30

9:30～10:30　13:30～14:30

7:30～8:30

12:50～13:30

7:30～8:30

13:40～

9:30～10:30　13:30～14:30

12:50～13:30

7:30～8:30

9:30～10:30　13:30～14:30

7:30～8:30

9:30～10:30　13:30～14:30

 

7:30～8:30

9:00～11:00

7:30～8:30

19:00～

9:00～9:30

13:00～14:00

9:00～9:30

10:30～11:00

13:30～14:30

9:00～9:30

10:30～11:30

13:30～14:00

7:30～8:30

9:00～11:00

7:30～8:30

7:30～8:30

9:50

12:50～13:30

13:00～16:30

9:30～10:30　13:30～14:30

9:00～12:30　13:30～17:00

9:30～10:30　13:30～14:30

9:00～12:30

下家地  

岩間  

総合福祉センター  

大宮出張診療所  

市立文化センター  

津野川小学校  

健康管理センター  

奥屋内出張診療所  

保健センター  

市立文化センター  

健康管理センター  

四万十楽舎  

市立中央公民館  

保健センター  

市立中央公民館  

  

大宮出張診療所  

JA西土佐支所  

本村小学校  

奥屋内上  

須　集会所  

大宮出張診療所  

奥屋内出張診療所  

口屋内出張診療所  

津野川小学校  

藤ノ川出荷所  

本村半家集会所  

保健センター  

口屋内出張診療所  

総合庁舎農業経営者事務所  

西ケ方橋右岸広場  

藤ノ川出荷所  

保健センター  

健康管理センター  

市立市民病院  

市立文化センター  

フジグラン四万十店  

市立文化センター  

四万十市役所  

中村地域

西土佐地域

月　日 事　　業　　名 時　　間 場　　　　所

7月18日（水）

7月19日（木）

7月24日（火）

7月25日（水）

7月26日（木）

7月27日（金）

7月30日（月）

7月31日（火）

8月 1日（水）

8月 2日（木）

8月 3日（金）

健康の集い  

健康の集い（伝達料理とセット）  

ぴよっこクラブ  

胃がん検診  

生活習慣病健診  

胃がん検診  

乳児健診  

胃がん検診  

乳児・1歳6カ月児・3歳児健診  

生活習慣病健診  

3歳児健診  

胃がん検診  

生活習慣病健診  

胃がん検診  

生活習慣病健診  

乳幼児相談  

ママタッチ教室  

胃がん検診  

出張健康相談  

胃がん検診  

地区学習会「大腸がんについて」  

  

  

胃がん検診  

定例健康相談  

胃がん検診  

胃がん検診  

飼えなくなった犬の引き取り  

乳児健診  

献血  

生活習慣病健診  

献血  

生活習慣病健診  

献血  

◆問い合わせ先◆（本庁）保健介護課  （３４）１１１５　（総合支所）保健課  （５２）１１３２

健
診

教
室
・
学
習
会

相
談

献
血

動
物
関
係

子宮がん検診

8月 4日（土） 子宮がん検診

8月 5日（日）

8月 6日（月）

8月 7日（火）

8月 8日（水）

8月 9日（木）

8月10日（金）

子宮がん検診

11:00～

9:30～11:00 健康管理センター  

※７月13日までの計画については広報四万十６月号に掲載しています。
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入院時の窓口負担と食事代の減額制度

○住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代の減額のみでなく、窓口負担も自己負担限度額まで減額を受けられます。

○住民税非課税世帯以外の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、窓口負担の自己負担限度額までの減額

　は受けられます。

◆70歳未満の人◆

A

B

C

区    　　分

上位所得者
（世帯全員の所得が

　600万円を超える世帯）

15万円＋（総医療費－50万円）×１％
〔 ８万3,400円 〕

（新）限度額適用認定証

(新)限度額適用認定証および

標準負担額減額認定証

１食 260円
（減額なし）

１食 260円
（減額なし）

１食 210円

１食 160円※１

３万5,400円
〔 ２万4,600円 〕

８万100円＋（総医療費－26万7,000円）×１％
〔 ４万4,400円 〕

一　　　　般
（住民税課税世帯）

住民税非課税世帯
（世帯全員が非課税）

1カ月の自己負担限度額〔　〕内は４回目以降 入院時の食事代 減額の適用に必要な認定証の種類

○住民税非課税世帯の人は、これまで同様、入院時の食事代と窓口負担の減額を受けられます。

○住民税非課税世帯以外の人は、入院時の食事代の減額は受けられませんが、手続きなしで窓口負担は減額されます。

◆申請して認定証の交付を受け、医療機関の
　窓口で提示しないと減額の適用は受けられ
　ません｡
◆７月31日までの認定証の交付を受けている
　人でも、８月１日以降も引き続き減額の適
　用を受けるためには、再度申請が必要です｡

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

　
平
成
19
年
度
か
ら
基
礎
課
税

額
（
医
療
保
険
分
）
の
課
税
限

度
額
が
、
現
行
の
53
万
円
か
ら

56
万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
納
付
金
課
税
額
（
介
護

保
険
分
）
の
課
税
限
度
額
は
平

成
18
年
度
と
同
じ
９
万
円
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
制
度

　
次
の
よ
う
な
世
帯
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
お
よ

び
平
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
の
軽
減
措
置
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
条
件
に
伴
い
７
割
軽
減
、

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
措
置

が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
２
割
軽
減
の
場
合

は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提

出
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な
い
場

合
は
、
２
割
軽
減
の
適
用
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
の
国
民

健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減
措
置

の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
に
は
、
７
月
上
旬
に
申
請
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
７
月

20
日
（
金
）
ま
で
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
７
割
軽
減
措
置

　
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
に
属
す

る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
33
万

円
以
下
の
場
合
に
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
均
等
割
額
と
平
等

割
額
の
そ
れ
ぞ
れ
７
割
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

●
５
割
軽
減
措
置

　
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
に
属
す

る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
次

の
額
以
下
の
場
合
に
は
、 

国
民

健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
と
平

等
割
額
の
そ
れ
ぞ
れ
５
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
33
万
円
＋
24
万
５
０
０
０
円
×

　
（
世
帯
主
以
外
の
世
帯
の
国

　
　
民
健
康
保
険
加
入
者
数
）

　
　
　
　
　
　
　
以
下
の
世
帯

●
２
割
軽
減
措
置

　
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
に
属
す

る
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
前

年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
、
次

の
額
以
下
の
場
合
に
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
と
平

等
割
額
の
そ
れ
ぞ
れ
２
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
33
万
円
＋
35
万
円
×

　
（
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加

　
　
入
者
数
）
以
下
の
世
帯

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
失
業
や
病
気
ま
た
は
災
害
等

で
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限

７
日
前
ま
で
に
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

（
本
庁
）
税
務
課
市
民
税
係
　

　
　
　

（
３
４
）１
１
１
２

（
本
庁
）
市
民
課
国
保
年
金
係

　
　
　

（
３
４
）１
１
１
４

（
総
合
支
所
）
総
務
課
税
務
係

　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１

○保険証・印鑑・交付済の認定
　証（更新する人）・老人医療受
　給者証（老人医療受給者）
○90日を越える入院期間のわかる
　領収書や証明書等（該当者のみ）

平成18年中の所得を申告
していない人は、申請す
る前に本庁税務課・総合
支所総務課等で申告をす
る必要があります｡

◆70歳以上の人（老人医療受給者含む）◆

A

B

C

区    　　分

入院時生活療養 を算定する
保険医療機関に入院の場合

入院時生活療養 を算定する
保険医療機関に入院の場合

（食事代）１食 460円
（居住費）１日 320円

（食事代）１食 210円
（居住費）１日 320円

（食事代）１食 130円
（居住費）１日 320円

（食事代）１食 100円
（居住費）１日   ０円

（食事代）１食 420円
（居住費）１日 320円

住民税非課税世帯以外 １食 260円
（減額なし）

１食 210円

１食 160円※１

住民税非課税世帯
（区分 ）

住民税
非課税世帯
（区分 ）※２

一般病床に入院時の食事代 療養病床に入院時の食事代および居住費　※３

※１　過去１年間の入院日数が90日を超え、長期認定を受けた場合

※２　単身世帯で年金収入80万円以下の世帯等
※３　入院医療の必要性の高い人は、一般病床に入院時の取り扱いとなる場合があります。

下記以外

老齢福祉年金
受給者

１食 100円

◆手続きの方法等（申請受付：７月17日から）

申請に必要なもの その他注意点

国保加入者
および
老人医療
受給者

（本庁）市民課国保年金係　 （３４）１１１４　（総合支所）住民課住民国保係　 （５２）１１１１受付・問い合わせ先

国
民
健
康
保
険
税
の
お
知
ら
せ

は、平成19年4月からの実施。
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国民年金保険料が納められない。そんな時は免除制度があります。

高知社会保険事務局幡多事務所　　（本庁）市民課国保年金係　　（総合支所）住民課住民国保係

（34）1616 （52）1111（34）1114
問い合わせ先

全額免除および一部納付の対象となる所得の目安
《審査は、本人・配偶者・世帯主の前年の所得で行います》

世帯構成 全額免除

162万円

92万円

57万円

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円

335万円

247万円

189万円

４人世帯
（夫婦・子２人）

一　部　納　付
１/４納付 ３/４納付１/２納付

２人世帯
（夫婦のみ）

単身世帯

●申請免除制度
　経済的に保険料の納付が困難な場合、本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額以下の場合に、申請

により保険料が免除される制度です。この申請免除制度には、保険料の全額が免除される「全額免除」と、

保険料の一部を納付することにより残りの保険料が免除となる「一部納付」制度があります。

○一部納付制度

　保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度ですが、一部保険料を納付

しなかった場合は未納と同じになりますので、将来の年金額に反映されません。また、障害や死亡といっ

た不慮の事態が生じた場合に年金を受け取る事ができなくなる場合がありますので、ご注意ください。

　※一部納付は3種類です。

　　4分の1納付（保険料額　3,530円）

　　2分の1納付（保険料額　7,050円）

　　4分の3納付（保険料額　1万580円）

●若年者納付猶予制度
　他の年齢層に比べて所得が少ない若年層（20歳代）は、申請すれば、本人および配偶者の前年の所得が

一定額以下の場合に、保険料の納付が猶予され保険料の後払いができる制度です。

●申請および承認期間
　承認期間は７月から翌年６月までです。現在免除等の承認を受けている人が、引き続き申請をする場合

は、できる限り７月に申請をしてください。不慮の事故や病気が発生してから申請を行っても、障害や遺

族といった年金の受給資格要件に算入されませんので、ご注意ください。

●退職（失業）による特例免除
　特例免除は、申請する年度または前年度において退職（失業）の事実がある場合に対象となります。申

請を行う場合は、雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票等の写しを添付してください。

●承認を受けた期間は…
  全額免除や納付猶予の承認を受けた期間は、未納期間と

は違い年金の受給資格期間に算入されます（一部納付は、

一部の保険料を納付しないと未納になります）。また、老齢

基礎年金の金額を計算するときには、図のとおり減額また

は反映されませんのでご注意ください。

　なお、10年以内であれば追納することができますので、

年金額を満額に近づけるためにも、余裕ができたときに追

納することをお勧めします（３年度目以降に保険料を追納

する場合は、当時の保険料に一定の加算額がかかります）。

　

４分の３納付

２分の１納付

４分の１納付

全 額 免 除

若年者納付猶予

未　　　　納

算入されます

算入されます

算入されます

算入されます

算入されます

算入されません

国民年金の
受給資格期間

年金額には６分の５が反映

年金額には６分の４が反映

年金額には６分の３が反映

年金額には６分の２が反映

年金額には反映されません

年金額には反映されません

老齢基礎年金を
受けるとき

申請手続きは、本庁市民課国保年金係・総合支所住民課住民国保係で受け付けます。
学生は「学生納付特例制度」がありますので、ご相談ください。

年金記録相談について
○高知社会保険事務局幡多事務所の窓口にお問い合わせください。　
　　7月　平日　８時30分～19時　　※７月14日（土）は、９時30分～16時まで年金相談を行います。
○お電話でのお問い合わせは
　　「ねんきんダイヤル」　 ０５７０（０５）１１６５（土・日を含め８時30分～22時）
　　フリ－ダイヤル　　　　（０１２０）６５７８３０（土・日を含め24時間）
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ごめん・なはり線で消防との合同訓練を行いました

中村・宿毛線で災害時避難訓練を行いました

　５月23日（水）、安芸駅では列車事故を想

定し、沿線全四消防本部との合同訓練を行

いました。訓練は踏切で立往生した車に列

車が衝突脱線し、車外に乗客が投げ出され

負傷したという想定で、社員ら約80人が参

加しました。

○やなせたかし
土佐くろしお鉄道（株）

C

サ
ン
コ
ち
ゃ
ん

サ
ニ
ー
く
ん

　６月11日（月）、地震・津波の災害時にお

ける避難訓練を行いました。これは土佐入

野～西大方間を列車が走行中、地震が発生

したという想定のもと、乗客を安全な場所

まで誘導するという訓練で、社員他総勢53

人が参加しました。

鉄道敷地内へは絶対に入らないでください ! !

　今年5月の上旬から6月上旬の1カ月余りで、土佐入野～中村間で、鉄道敷

地内へ人の進入があり、列車が急停止する事が3件ありました。幸い3件と

もに大事には至りませんでしたが、一歩間違えれば大惨事になりかねません。

鉄道敷地内へは絶対に入らないでください。

　踏切では、手前で必ず一旦停止し、耳や目で確実に列車が来ていな

いことを確認していただくとともに、警報機が鳴り始めたら、絶対に

踏切内に進入しないでください。また、必ず遮断機が上がるのを待っ

てから横断するようにお願いします。

ボランティア清掃のお礼
　５月23日（水）、中村養護学校の皆さんが古津賀駅の

清掃をしてくださいました。ありがとうございました。

土佐くろしお鉄道では6月11日を「鉄道事故防止の日」と定め、

毎年このような訓練を行い安全輸送の確保に努めています。

（通常料金8,040円→往復で1,040円もお得！）４枚つづり回数券（３カ月間有効）：中村～高知・後免間1万3,600円（通常料金1万6,080円→２往復で2,480円もお得！）
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講
　
座

■くろしおSキップ　特急列車自由席を利用できる往復タイプと４枚つづりのお得な回数券です。往復タイプ（4日間有効）：中村～高知・後免間7,000円

特設人権相談所 相
　
談　

人
権
擁
護
委
員
が
、
金
銭
・
相
続
・
借
地

借
家
・
結
婚
・
離
婚
・
交
通
事
故
・
裁
判
費

用
な
ど
人
権
に
関
す
る
問
題
を
無
料
・
秘
密

厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
10
日（
金
）
９
時
〜
12
時

場
　
所
　
口
屋
内
集
会
所

高知地方法務局四万十支局

（３４）１６００

問

従業員を募集するときは
ハローワークへ！！

お
　
知
　
ら
　
せ

ハローワーク四万十（公共職業安定所）

（３４）１１５５

問

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
求
人
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
専
門
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

従
業
員
を
募
集
す
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
は
公
的
機
関
で
費
用
は
無
料
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
採
用
さ
れ
た
場

合
、
地
域
雇
用
開
発
促
進
助
成
金
な
ど
の
各

種
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
に
関
し
て

は
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

精神科医による心の健康相談 相
　
談日

　
時
　
７
月
24
日（
火
）（
締
切
日
14
日（
木
））

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
　
　（
出
張
の
場
合
14
時
〜
15
時
30
分
）

場
　
所
　
幡
多
福
祉
保
健
所

　
　
　
（
幡
多
総
合
庁
舎
内
　
中
村
山
手
通
19
）

相
談
医
　
精
神
科
嘱
託
医

そ
の
他

　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
次
回
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
・
相
談
員
に
よ
る
相
談
は
、
随
時
受
け

　
付
け
て
い
ま
す
。

　（
希
望
に
よ
り
出
張
相
談
も
で
き
ま
す
）

無料労働相談
～職場のトラブルでお悩みの皆さんへ～

相
　
談

高知労働局総合労働相談コーナー
　（０１２０）７８３７２２
０８８（８８５）６０２７
四万十総合労働相談コーナー
（３５）３１４８
高知県労働委員会
０８８（８２１）４６４５

問

問

問

　解雇や賃金引き下げ、労働

時間、いじめやセクシャルハ

ラスメントなど職場でのトラ

ブル相談をお受けします。

　また、高知労働局と県労働

委員会では、あっせんなども

行っています。お気軽に相談

窓口をご利用ください。

お
　
知
　
ら
　
せ

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆さん

　
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格

者
、
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た

人
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ

ら
れ
て
こ
ら
れ
た
人
「
ご
本
人
」
に
、
あ
ら
た
め
て

慰
　
の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
「
特

別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
受
け
た
人
、

書
状
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
も
対
象
で
す
。

請
求
期
限
　
平
成
21
年
３
月
31
日

請
求
方
法

　
本
庁
福
祉
事
務
所
お
よ
び
総
合
支
所
福

祉
事
務
所
分
室
（
保
健
課
内
）
の
窓
口
に

置
い
て
い
る
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

独立行政法人平和祈念事業特別基金
　（０１２０）２３４９３３
（受付時間９時15分～17時15分、土・日休み）
http ://www.he iwa.go . jp

問

防災メモ

　災害が起こり、断水すると、
飲み水だけでなく、消火や応急
手当などにも支障をきたします。
水洗トイレが使えなくなるなど
さまざまな影響があります。

○飲料水３日分（目安として１
　人１日３リットル）×家族の
　人数分
○生活用水（お風呂は次に入る
　まで抜かないようにしておき
　ましょう）

　ポリ容器などに上水道を汲み
置きするときには、次のことに
注意してください。
○密閉性のよい容器を選び、中
　をよく洗浄します。
○容器に空気が残らないように
　上水道を詰め、しっかり密閉
　し、冷暗所で保管します。
○保存した水は、4日（夏季）～
　10日（冬季）程度を目安に洗濯
　や掃除に利用するなどして交
　換してください。

災害が起きたときに
何より大切になるのが
ライフラインです

今月は

の納付月です

下水道事業受益者負担金

　　　　　　　１期分

固定資産税　　２期分

備えておくもの

飲料水の備蓄方法

幡多福祉保健所　障害課
（３４）５１２４
（３５）５９７９

問 申

い  

し
ゃ
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お
　
知
　
ら
　
せ

お
　
知
　
ら
　
せ

ご存じですか　建退共制度

児童扶養手当制度

お
　
知
　
ら
　
せ

磯の水産動植物の採捕

（本庁）地球環境課四万十川対策室
（３４）１１７０

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に

よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
事
業
主
は
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

は
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や

め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
け
金
　
日
額
　
３
１
０
円

特
　
長

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
手
続
き

　
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な

　
り
ま
す
。

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法

　
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

　
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

　
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
18
歳
に
到
達
後
最
初

の
年
度
末
ま
で
（
一
定
以
上
の
障
害
を
有
す
る
場
合
は
20

歳
未
満
ま
で
）
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
や
、
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
該
当
者
は
、
所
得
制
限
等
が
あ
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
婚
姻
届
を
提
出
し
な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚

姻
関
係
と
な
っ
て
い
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

受
給
資
格

　
①
父
母
が
離
婚

　
②
父
が
死
亡

　
③
父
が
重
度
の
障
害

　
④
父
が
生
死
不
明

　
⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

　
⑥
父
が
１
年
以
上
拘
禁

　
⑦
未
婚
の
母
子（
父
の
認
知
を
受
け
て
い
る
場
合
も
可
）

手
当
額

　
（
全
部
支
給
者
）４
万
１
７
２
０
円

　
（
一
部
支
給
者
）９
８
５
０
円
〜
４
万
１
７
１
０
円

※
な
お
、
２
人
以
上
の
児
童
を
有
す
る
受
給
者
に
係
る
加

　
算
額
は
、
第
２
子
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
一
人
に

　
つ
き
３
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
の
範
囲

　
母
お
よ
び
児
童
が
父
か
ら
受
け
取
っ
た
養
育
費
等
の
金

額
の
８
割
も
所
得
と
し
て
加
算
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
の
提
出

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
届
出
の

場
合
８
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
８
月
17
日（
金
）

※
次
の
場
合
は
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
至
急
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
母
が
婚
姻
し
た
（
届
を
提
出
し
て
な
く
て
も

　
　
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
な
っ
た
）
場
合

　
②
公
的
年
金
を
受
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

　
③
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
よ
う
に
な

　
　
っ
た
場
合

　
④
児
童
が
施
設
入
所
し
た
場
合
等

問

四万十川漁業協同組合連合会
（３５）４８１３
四万十川中央漁業協同組合
（３４）２４４６
四万十川下流漁業協同組合
（３３）０２５３
四万十川西部漁業協同組合
（５２）１１４８

問

問

問

問

建退共高知支部
０８８（８２２）６１８１

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

問

お
　
知
　
ら
　
せ

モクズガニの採補とアユ漁のエサ釣り お
　
知
　
ら
　
せ

●
モ
ク
ズ
ガ
ニ
漁

漁
　
期
　
８
月
１
日
〜
10
月
31
日

個
　
数
　
カ
ニ
カ
ゴ
１
人
５
個
ま
で

　
組
合
員
は
標
識
（
浮
き
札
）
を
組

合
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
遊
漁
者
は
遊
漁
券
購
入
時
に
標
識

も
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
金
額

に
つ
い
て
は
各
組
合
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
ア
ユ
漁

　
四
万
十
川
本
・
支
流
に
つ
い
て
は

エ
サ
釣
り
は
禁
止
漁
法
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
し
あ
っ
て
、
楽
し
い

漁
を
し
ま
し
ょ
う
。

中村警察署管内沿岸協力会・中村警察署
（３４）０１１０

問

（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０

（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）
（５２）１１３２

問

問

不審外国人・不審船舶の
発見にご協力ください

　
不
審
な
人
物
が
出
入
り
し
た
り
、
た

む
ろ
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
に
つ
い
て

見
聞
き
し
た
場
合
や
、
見
慣
れ
な
い
船

舶
の
停
泊
や
係
留
、
不
審
な
人
物
に
よ

る
船
舶
チ
ャ
ー
タ
ー
の
申
し
込
み
、
不

審
車
両
の
駐
車
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、

警
察
署
・
駐
在
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　磯の水産動植物の採捕については、繁殖保護を図るため
禁止期間が定められています。
　これに違反して採捕した人は高知県漁業調整規則違反に
なります。また、違反して採捕した漁獲物や、その製品を
所持・販売した場合にも同規則により、懲役や罰金などの
罰則が適用されますのでご注意ください。
　※採捕期間内であっても漁業協同組合員以外は無断で採
　　捕できません。

名　称
イセエビ
アワビ
トコブシ・アナゴウ
サザエ
テングサ類
フノリ
アラメ

体長13センチメートル以下
殻長 9センチメートル以下

殻長 3センチメートル以下

５月１日～９月15日
　

９月１日～翌３月31日

９月１日～翌２月29日
10月１日～翌２月29日
10月１日～翌６月30日

体　長　制　限禁　止　期　間

詳細はホームページをご覧ください。　http：//www.city.shimanto. lg. jp/　　（本庁）企画広報課 （34）6 1 2 8問
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（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０
（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）　
（５２）１１３２

問

問

市
　
政

教
　
育

く
ら
し

お
　
知
　
ら
　
せ

特別児童扶養手当

　四万十市食生活改善推進協議会

では、夏休みに「おやこ食育教室」

を開催します。

　この教室を通じて、子どもたち

に「食」に対する興味や大切さを

学んでもらうと共に、親子のふれ

あい、お友だちの交流を深めてみ

ませんか。

日　時　8月2日（木）９時～12時

場　所　市立中央公民館　１階

　　　　調理室

対象者　四万十市に居住する園児

　　　　および小学生とその保護者

定　員　親子で20組

参加料　無　料

講　師　食生活改善推進員

　　　　（ヘルスメイト）

持ってくるもの

　　　　エプロン・三角巾・筆記用具

申込期間　７月13日(金) ～27日(金)

教
　
室

お
　
知
　
ら
　
せ

おやこ食育教室

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

を
有
す
る
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し
く
は
母
に
、
ま

た
は
父
母
以
外
が
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
と
き
は
養

育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
手
当
額
は
、
１
級

（
重
度
の
障
害
）
月
額
５
万
７
５
０
円
、
２
級
（
中

度
の
障
害
）
月
額
３
万
３
８
０
０
円
で
、
申
請
に
は

診
断
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
制
限

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

所
得
状
況
届
の
提
出

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
８
月

10
日
（
金
）
か
ら
17
日
（
金
）
ま
で
に
印
鑑
、

証
書
を
お
持
ち
の
上
、
所
得
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と
８
月

分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
必
ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■市ホームページに広告をのせませんか　　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。掲載に関する

四万十市食生活改善推進協議会事務局
（本庁）保健介護課
（３４）１１１５

問 申

戦傷病者等の妻に
対する特別給付金

お
　
知
　
ら
　
せ

　戦傷病者の妻で次のいずれか

に該当する人に、特別給付金（５

年または10年償還の国債）が支

給される場合があります。

●平成13年４月２日以後に夫が

戦傷病者となった人、または新

たに戦傷病者の妻となった人（そ

の後今年９月30日までに戦傷病

者等が死亡した人を含む）

●以前に特別給付金を受け、引

き続き戦傷病者の妻である人

●平成８年10月１日（または平成

５年４月１日）から平成15年３月

31日までに戦傷病者等の夫を亡

くされた人

請求期限　平成21年９月30日

幡多福祉保健所　食品・衛生課　 

（３４）５１１９

問

子犬の譲渡会
日　時　７月2５日（水）９時40分～11時50分

場　所　高知県中村小動物管理センター（古津賀3096-34）

子犬を譲りたい人の受付　9：40～10：00

子犬を飼いたい人の受付　10：00～10：20

譲渡犬の決定　10：25～10：40

（希望者多数の時は抽選）

飼い始め講習会　10：40～11：40

譲渡犬の譲り渡し　11：40～11：50

●子犬を譲りたい人 
　事前に下記まで連絡してください。 
　子犬は、当日の朝、連れてきてください。
　必ず、印鑑を持ってきてください。
●子犬を飼いたい人 
　必ず、印鑑と子犬を入れる箱を持ってきてください。

（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０
（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）　
（５２）１１３２

問

問

（本庁）福祉事務所社会福祉係
（３４）１１２０

（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）
（５２）１１３２

問

問

お
　
知
　
ら
　
せ

第８回特別弔慰金　戦没者等のご遺族の皆さんへ
　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
者

　
対
象
者
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、

　
　
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

　
　
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

４
　
右
記
３
以
外
の

　
　
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

５
　
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没

　
　
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

　
　
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

支
給
内
容

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
受
付
期
限
　
平
成
20
年
３
月
31
日
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講
　
座

具同体育センター内
（財）四万十市体育協会
ＴＥＬ/ＦＡＸ（３７）４５５８

問 申

講
　
座

（市）教育委員会生涯学習課働く婦人の家
（３４）６２９９

申問

講
　
座

市立健康管理センター
（３４）２１５６

問 申

市民スポーツセンター　
（財）四万十市体育協会
事務局（担当：朝日・宮村）
（３４）２０７１

問 申

アクアビクス

働く婦人の家講座

筋力アップ体操
サポーター養成講座 期　　日　８月21日（火）～10月30日（火）毎週火曜日（全10回）

　　　　　（９月11日清掃のため休み）

時　　間　19時～20時     

定　　員　45人   

場　　所　市立安並温水プール    

受 講 料　無料   

用意するもの　入館料実費、水着、スイミングキャップ（ゴーグル）、保険料450円 

対 象 者　四万十市に居住または勤務する女性 

講　　師　清水ダンススタジオ      

申込方法　８月１日（水）～17日（金） 

     　　　 窓口・電話いずれも９時～17時（土曜日は12時まで）   

     　　　 ただし、定員になり次第締め切りとさせていただきます。   

共　　催　（財）四万十市体育協会・四万十市教育委員会生涯学習課 

対 象 者　四万十市に居住または勤務する女性

講　　師　柏原　啓一さん

申込方法　７月13日（金）～電話での申し込みも可能です。

　　　　　（土・日・祝日は除きます）

　　　　　窓口・電話いずれも９時 ～17時30分（ご本人に限ります）

　　　　　ただし、定員になり次第締め切りとさせていただきます。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。

　四万十市では、「筋力アップ体操」

を広めてもらうため「筋力アップ体

操サポーター養成講座」を開催しま

す。講座を終了した人には地域で筋

力アップ体操を普及するサポーター

として活躍していただきます。

　筋力アップ体操とは、おもり（そ

の人に応じた重さを、両手首と両足

首につけます）を使い、イスに座っ

て手足をゆっくり動かし筋力を鍛え

る体操です。筋力アップ体操を行う

ことで、身体の機能を維持し、元気

な状態でいることができます。体力

を回復し、できるだけ介護を必要と

しない元気な高齢者でいられるよう、

「筋力アップ体操」をしてみませんか。

日　時　７月19日（木）

　　　　13時30分～15時30分

場　所　市立健康管理センター

内　容　「介護予防と地域づくりについて」

　　　　筋力・体力測定（実技）

講　師　幡多福祉保健所長

　　　　幡多福祉保健所作業療法士

　　　　幡多福祉保健所保健師

日　時　７月23日（月）

　　　　13時30分～15時30分

場　所　市立健康管理センター

内　容　筋力アップ体操（実技）

講　師　幡多福祉保健所理学療法士

　　　　幡多福祉保健所保健師

＊事前にお申し込みください。

講
　
座

夏休み早朝子ども水泳教室
　
夏
休
み
、
水
に
親
し
み
水
泳
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
水
泳

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
　
　
間

第
１
講
習
　
７
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）・
27
日（
金
）・
28
日（
土
）

第
２
講
習
　
８
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）・
３
日（
金
）・
４
日（
土
）   

第
３
講
習
　
８
月
８
日（
水
）・
９
日（
木
）・
10
日（
金
）・
11
日（
土
）

第
４
講
習
　
８
月
22
日（
水
）・
23
日（
木
）・
24
日（
金
）・
25
日（
土
）

時
　
　
間
　
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
　
所
　
市
立
温
水
プ
ー
ル

対

象

者
　
年
長
児
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

募
集
人
数

　
各
講
習
　
50
人《
ご
希
望
の
ど
の
講
習
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す
》

（
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）

受

講

料

　
１
ク
ー
ル
（
４
日
間
） 

２
０
０
０
円

　
２
ク
ー
ル
（
８
日
間
） 

３
５
０
０
円

　
３
ク
ー
ル
（
12
日
間
） 

５
０
０
０
円

　
４
ク
ー
ル
（
16
日
間
） 

６
５
０
０
円

講
　
　
師
　（
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
所
属
の
水
泳
指
導
者

受
付
期
間
　
７
月
13
日（
金
）〜
各
講
習
開
始
日
の
２
日
前

　
　
　
　
　
月
〜
金
曜
日
　
10
時
〜
16
時

申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
受
講
料
と
保
険
料
（
１

ク
ー
ル
１
６
４
円
）
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
）

そ

の

他

　
入
館
料
（
１
回
当
り
１
５
０
円
）
は
別
途
必
要

で
す
。
回
数
券
・
会
員
券
等
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　                                                                             

講座名

絵手紙 18人 無料
19時

～21時

期　日 時　間 受講料 用意するもの定員 場　所

７月20日（金）

７月27日（金）

右山五月町
働く婦人の家
２Ｆ講習室A

古タオル、
古新聞、
絵具

項目

情報が必要な個所の電話番号を市外局番からダイヤル→録音（30秒まで）再生。　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問



■災害用伝言ダイヤル利用方法　「１７１」をダイヤル→利用ガイダンスに従って録音時は「１」をダイヤル（再生時は２）→27
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催
　
し

催
　
し

国土交通省四国地方整備局
中村河川国道事務所河川管理課
（３４）７３０１
http ://www.skr .ml i t .go . jp/
　nakamura/wf2007/ index.html

問

水環境フェア2007 
in四万十

　８月５日（日）・６日（月）・７日（火）
の３日間、「四万十川で地球環境の未
来を見つけよう！」をテーマに、新
ロイヤルホテル四万十をメイン会場
として、「水環境フェア2007in四万十」
を開催します。
　８月６日（月）のシンポジウムでは、
アグネス・チャンさんを始めとする
パネラー陣を迎えてパネルディスカ
ッションを開催します。分科会に参
加する全国から集まった有志と共に
「今」、そして「これから」の四万十
川について考えましょう。
　その他、５日（日）には佐田の沈下
橋での前夜祭、最終日の７日（火）に
は、四万十川への親しみを育むため
に全国からの参加者と一緒に河川敷
を清掃します。期間中は市立文化セ
ンターで絵画展、写真展等も開催し
ます。子どもから大人までみんなで
四万十川に触れながら、これからの
地球環境について考えましょう。ぜ
ひ、ご参加ください。

日　時　８月５日（日）～７日（火）
場　所　新ロイヤルホテル四万十、
　　　　市立文化センター　他
スケジュール
８月５日（日）19時～佐田沈下橋での
　　　　　　　　　ローソク点灯
　　６日（月）10時～分科会
　　　　　　　13時～シンポジウム
　　７日（火） 7時30分～ 清掃活動
その他
　記載内容は、予告無しに変更する
場合があります。予めご了承ください。

（市）教育委員会生涯学習課
（３４）７３１１

問 申

講
　
座

四万十市民大学
今年も各界でご活躍の講師をお招きしております。多数の皆さんのご参加をお待ちしています。

月日（曜日） 講　　　　師演　　　　　題

自分も他人も幸せに
　　　　生きるためには

リポーター
　東海林　のり子

会社役員
　鍋島　高明

元夜間中学校教諭
　松崎　運之助

在京テレビ局
男性アナウンサー

食品ジャーナリスト
　安部　司

私の「夜間中学」教師体験記
命の光を大きく輝かせるために

息子３人　アナウンサー・記者
夫婦奮闘物語

幸徳秋水と小泉三申の友情物語

知っていますか？食品製造の裏舞台
安さ、便利さ、美しさがそれほど必要ですか

８月 ３日（金）

８月1８日（土）

８月27日（月）

９月 ７日（金）

９月14日（金）

期　間　８月３日（金）・27日（月）、９月14日（金）

　　　　　　　　　　19時～21時

　　　　８月18日（土） 19時30分～21時30分

　　　　９月７日（金） 19時～20時30分

場　所　市立中央公民館　２階　大ホール

受講料　１講座　　　500円

　　　　連続講座　1,500円

　　　　60歳以上

　　　　高校生　　

　　　　身障手帳をお持ちの人

1,000円

第３回しまんと市民祭
なかむら踊り・提灯台パレード

イベント参加者募集中！

納涼花火大会クジ付き協賛券
好評販売中　￥1,000

期　日 時　間 催　し　物 雨天の場合
７月27日(金)

７月28日(土)

８月25日(土)

８月 5日(日)

19：00～21：00
15：00～15：15
15：20～19：00
18：40～18：55
19：00～21：30
10：00～13：00
16：00～21：00

前夜祭（提灯台展示・なかむら踊り等）
出発式（なかむら踊り）
なかむら踊りパレード
出発式（提灯台）
提灯台パレード
全日本女郎ぐも相撲大会
しまんと納涼花火大会 他

雨 天 決 行
翌週に延期
〃

中　　　止
〃

翌日に順延
〃

●なかむら踊り･提灯台パレード
　募集締切日　踊り子 ：７月13日（金）
　　　　　　　提灯台担ぎ手：７月25日（水）
　　※申し込み多数の場合、締め切りとすること
　　　があります。事務局までご連絡ください。
●全日本女郎ぐも相撲大会
　小学生以下の参加者
　　※８月５日(日)当日受付：９時～10時
●ストリートパフォーマンス
　屋外でパフォーマンスを行える団体または個人
　募集締切日　７月27日（金）

踊りコース 提灯台コース

市民病院

市役所

本部

商工
会議所

GS●

●GS

文
化
セ
ン
タ
ー
●

文
化
セ
ン
タ
ー
●

新
　
町

●

幡
多
総
合
庁
舎

中村小学校 中村中学校

中村小学校

大 橋 通 り

中村中学校

裁判所●

東

下

町

京
　
町

ゴール

踊り
スタート

天 神 橋

本部 本部

京町班
スタート

大橋通班
スタート・ゴール

天 神 橋

市民病院

市役所

商工
会議所

GS●

●GS
高
知
銀
行
●

四
国
銀
行
●

高
知
銀
行
●

四
国
銀
行
●

幡多
信用金庫●

幡多
信用金庫●

●

幡
多
総
合
庁
舎

●
裁
判
所

京
　
町

新
　
町

大 橋 通 り

東

下

町

参加予定団体

なかむら踊り

提灯台パレード

・四万十鼓笛バンド　・中村小学校ＰＴＡ
・四国電力グループ　　　
・清水千代子バレエ研究所
・市役所正調踊り子チーム
・Monkey　BANANA（モンキーバナナ）
・えびすピープルズサークル
・リアルスクラップ　・四万十市役所
・ひかり乳幼児保育園O.B
・B;gap（ビーギャップ）・Dotto（仮）
・土佐中村一條太鼓

・大橋通４丁目提灯台
・（社）中村青年会議所
・フジグラン四万十
・アピアさつき
・幡多信用金庫
・一条通１丁目

豪華景品が当たる！！
１等　37型デジタルハイビジョン液晶テレビ（５本）
２等　デジタルビデオカメラ（５本）
３等　デジタルカメラ（10本）
４等　ドコモ新規携帯電話機（10本）
５等　自転車（20本）
【販売・問い合わせ先】
　(社)四万十市観光協会 （３５）４１７１

・天神橋区
・栄町
・京町提灯台
・京町子供提灯台
・南京会

しまんと市民祭実行委員会事務局

（本庁）商工観光課　 （３４）１７８３

問

京町班ゴール

大橋通班 19：00～
京　町班 19：00～

協賛行事　７月29日（日）　10:00～　第14回四万十川水泳マラソン大会 ※荒天中止
　　　　　（財）四万十市体育協会　 （３７）４５５８

出発式出発式

出発式出発式

天 神 橋天 神 橋

後半スタート

前半終了
最後尾17：25
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催
　
し

（市）教育委員会西土佐事務所
（５２）１１１０

問

催
　
し

蛍湖まつり実行委員会事務局
中筋川総合開発工事事務所管理課
０８８０（６６）２５０１

問

催
　
し

ふれあいの丘フェスティバル実行
委員会　聖ヶ丘病院
０８８０（６３）２１４６

問

上方落語寄席

第12回　蛍湖まつり第６回
ふれあいの丘フェスティバル

催
　
し

ボーイスカウト中村地区協議会
事務局　青木
TEL/FAX（３４）７０９０

問 申

夏休み親子ふれあいキャンプ

　
笑
い
の
本
場
大
阪
か
ら
３
人
の
噺
家
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
寄
席
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
お
越
し

い
た
だ
き
、
派
手
で
陽
気
な
上
方
落
語
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。

日
　
時
　
７
月
28
日（
土
）
　
19
時
30
分
開
演

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

出
演
者
　
桂
　
福
団
治
、
林
家
小
染
、
笑
福
亭
喬
若

入
場
料
　
大
人
２
０
０
０
円
、高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

　
　
　
　（
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

日　時　７月29日（日）10時～

場　所　中筋川ダム

　　　　（宿毛市平田町黒川）

※平田駅から会場まで、梅の木

　公園駐車場から会場までは無

　料送迎バスを用意しています。

※内容等変更することがありま

　す。前日の新聞折込広告をご

　覧ください。

　
野
外
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
親
子
で
楽
し
み

な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
８
月
４
日（
土
）13
時

　
　
　
　
　
　
　
〜
５
日（
日
）11
時
の
１
泊
２
日

場
　
　
所
　
四
万
十
川
キ
ャ
ン
プ
場
（
具
同
）

対

象

者
　
年
長
児
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
親

　
　
　
　
　
子
20
組

参

加

費
　
１
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
食
事
材
料
費
・
燃
料
費
・
保
険
料
等
）

申
込
期
限
　
７
月
25
日（
水
）ま
で

申
込
方
法

　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

込
書
・
要
項
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
お
互
い
が
支
え
合
い
、
声
か
け
合
え
る
町
・

人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
交
流
・
人
権
啓

発
活
動
を
目
的
に
始
ま
っ
た
ふ
れ
あ
い
の
丘
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
回
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
よ
り

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

日
　
時
　
７
月
21
日（
土
）　
11
時
〜
20
時

　
　
　
　
雨
天
決
行

場
　
所
　
聖
ヶ
丘
病
院
敷
地
内

主
な
イ
ベ
ン
ト

　
心
の
健
康
相
談
・
屋
台
村
・
も
ち
投
げ
・
魚
の
つ
か

み
ど
り
・
ち
び
っ
子
ダ
ン
ス
・
打
ち
上
げ
花
火
　
等

10：00～　・式　典
　　　　　・うまいもの市
　　　　　・おかしつかみどり
　　　　　　（対象：小学生以下）
　　　　　・ゲーム大会
　　　　　　（対象：小学生以下）商品多数
　　　　　・児童作品展
10：30～　ダム見学
10：50～　キャラクターショー
11：40～　クイズ大会
12：20～　おひねり一座ショー
13：30～　キャラクターショー
14：20～　ビンゴ大会
15：00～　もち投げ

桂　福団治林家　小染

笑福亭　喬若

プログラム

※その他、蛍湖ゴルフ大会やゲートボール
　大会も行う予定です。

恒例の「蛍湖まつり」を中筋川ダムで開催します。

募
　
集

「88クリーンウォ－ク四国」事務局
〒７６０－８５５４
高松市サンポート２－１
　　　   シンボルタワー17階
TEL ０８７（８２１）３５１０
      （９時～17時、土・日・祝は除く）
FAX ０８７（８２１）３５１２
E-mai l    88walk@skr .ml i t .go . jp

問

募
　
集

88クリーンウォーク四国参加者募集
　
８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
あ
わ
せ
、
四
国

４
県
で
「
88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
」
を
開
催
し
ま

す
。
早
朝
１
時
間
程
度
道
路
を
清
掃
し
、
み
ん
な
で
道

路
を
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
　
時
　
８
月
８
日（
水
）　
６
時
か
ら
１
時
間
程
度

　
※
当
日
、台
風
等
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
８
月

　
　
20
日（
月
）に
延
期

申
込
締
切
日
　
７
月
25
日（
水
）必
着

申
込
方
法
　

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
郵
便
番
号
、

住
所
、参
加
代
表
者
の
氏
名
、参
加
者

数
、
電
話
番
号
（
団
体
・
小
中
学
校

は
、
団
体
・
学
校
名
）
を
明
記
く
だ

さ
い
。

　
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
参
加
証

を
お
送
り
し
ま
す
。

そ
の
他

　
清
掃
用
具
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

毎月１日（１月を除く）・８月３０日～９月５日（防災週間）・１月１５日～２１日（防災とボランティア週間）に体験可。　　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問

（総合支所）産業建設課
（５２）１１１１

問 申

夏じゃけんええがよ四万十2007

　手作りイカダで夏の四万十川下り
をしませんか。
日　　時　７月28日（土）10時～受付 
場　　所　カヌー館下の広場（西土佐用井）
対 象 者　18歳以上（高校生不可）
募集人数　先着30人
参 加 費　6000円
　　　　　（昼・夕食、宿泊込み） 
申込締切日　７月20日（金）
主　　催　西土佐４Hクラブ



情
報
掲
示
板

情
報
掲
示
板

29

平
成
19
年
７
月
号

（本庁）財政課管財契約係
（３４）６１２０

問 申

自衛隊四万十地域事務所
（３５）３０９６

問

市
　
政

教
　
育

く
ら
し

募
　
集

市営住宅入居者募集

募
　
集

募
　
集

第40回  高知県青年大会参加者募集

（市）教育委員会西土佐事務所
（５２）１１１０
高知県青年団協議会事務局
０８８（８９１）５３３１

　
市
営
住
宅
古
津
賀
第
２
団
地
共
同
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

所

在

地
　
古
津
賀
３
７
６
０
番
地
（
Ｂ-

２
号
）

構
　
　
造
　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建（
昭
和
48
年
度
建
設
）

募
集
戸
数
　
１
戸

間

取

り
　
６
畳
×
１
間
、４
・
５
畳
×
１
間
、３
畳
×
１
間
、

　
　
　
　
　
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
、浴
室
、ト
イ
レ
、物
置

入
居
資
格

　
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
入
居
者
お
よ
び
同
居
親
族
の

過
去
１
年
間
の
所
得
額
の
合
計
か
ら
同
居
お
よ
び
扶
養
親

族
の
控
除
額
を
差
し
引
き
、
残
っ
た
金
額
を
12
で
除
し
た

額
（
月
額
）
が
20
万
円
以
下
（
た
だ
し
、
障
害
者
の
い
る

世
帯
お
よ
び
入
居
者
全
員
が
60
歳
以
上
ま
た
は
18
歳
未
満

で
あ
る
世
帯
等
に
つ
い
て
は
、
26
万
８
０
０
０
円
以
下
）

で
あ
る
こ
と
。
単
身
の
場
合
60
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
。

家
　
　
賃
　

　
月
額
　
８
２
０
０
円
〜
１
万
３
６
０
０
円

※
入
居
す
る
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
家
賃
が
異

　
な
り
ま
す
。

そ

の

他

　
入
居
希
望
者
が
複
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書

　
本
庁
財
政
課
管
財
契
約
係
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
７
月
18
日(

水)

〜
26
日(

木)

　
高
知
県
内
の
青
年
が
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
活
動
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
る
青
年
大
会
が
四
万
十
市
を
中
心
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
年
に
一
度
の
「
青
年
の
祭
典
」
に
、
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
文
化
部
門
　
９
月
１
日（
土
）

　
場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館

　
展
示（
絵
画
・
写
真
・
書
道
・
生
活
文
化
）・
演
劇
・
人
形
劇
・

　
合
唱
・
郷
土
芸
能
・
意
見
発
表
・
の
ど
じ
ま
ん
・
将
棋

●
体
育
部
門
　
９
月
２
日（
日
）

　
場
　
　
所
　
市
立
安
並
運
動
公
園
ほ
か

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
ミ
ッ
ク
ス
）・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

　
ル（
男
女
）・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
ミ

　
ッ
ク
ス
）・
卓
球
・
軟
式
野
球
・
剣
道
・
フ
ッ
ト
サ
ル

対

象

者

　
高
知
県
内
に
居
住
す
る
18
歳
か
ら
35
歳
ま
で

の
青
年
男
女

参

加

料
　
１
人
　
１
５
０
０
円（
両
部
門
出
場
可
）

主
　
　
催
　
高
知
県
青
年
団
協
議
会

防衛省　平成19年度各種自衛官採用試験

問 申

問 申

■災害伝言板　NTTドコモグループ、KDDI（au、ツーカー）、ソフトバンク、ウィルコムの携帯電話で大規模災害発生時、安否を登録･確認できる災害用伝言板サービスがあります。

募
　
集

募
　
集

〒781-5101 高知市布師田3604-1
高知刑務所庶務課
０８８（８６６）５４５４

問 申

〒760-0033　高松市丸の内1-1
高松法務合同庁舎
高松入国管理局総務課
０８７（８２２）５８５２

問 申

平成19年度 刑務官採用試験

受
験
資
格
　
昭
和
53
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試

験

日

　
第
１
次
試
験
　
９
月
23
日（
日
）

　
第
２
次
試
験
　
10
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
20
日（
土
）

受
付
期
間
　
７
月
24
日（
火
）〜
８
月
７
日（
火
）

申
込
用
紙
交
付
期
間
　
８
月
７
日（
火
）ま
で

平成19年度 入国警備官採用試験
受
験
資
格
　
昭
和
59
年
４
月
２
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

試

験

日

　
第
１
次
試
験
　
９
月
30
日（
日
）

　
第
２
次
試
験
　
10
月
24
日（
水
）・
25
日（
木
）

受
付
期
間
　
７
月
24
日（
火
）〜
８
月
７
日（
火
）

　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
７
月
24
日
（
火
）９
時
〜

　
　
７
月
31
日（
火
）17
時
）

募集種目 受　付　期　間 １次試験期日 受験資格 試験会場

２等陸海空士(男･女)

一般曹候補生

航空学生
(パイロット養成)
看護学生
(看護師養成)

男子：受付中

女子：８月１日（水）～９月７日（金）

８月１日（水）～９月７日（金）

９月７日（金）～28日（金）

９月17日（月）

９月22日（土）

10月14日（日）

高卒(見込含)
21歳未満
高卒(見込含)
24歳未満

四万十市

四万十町

高知市

男子：四万十市

女子：高知市

男子：９月16日（日）

女子：９月25日（火）

18歳以上

27歳未満

(学歴制限なし)

※受験資格の年齢は平成20年４月１日現在とします。
　２等陸海空士は任期制自衛官、一般曹候補生は非任期制自衛官です。
　基本的に平成20年３月下旬入隊ですが、２等陸海空士の男子については平成
19年10月に入隊する人(10月１日現在18歳以上27歳未満)の募集も併せて受け付
けていますのでお早目にお問い合わせください。（試験日は未定）
　また、防衛大学校の推薦試験の受付は９月５日（水）～７日（金）です。申込用紙
（学校長の推薦書等）がありますので事前にご連絡ください。

７月28日（土）～29日（日）

訓練支援艦「くろべ」宿毛新港入港

ご来場ください。（体験航海）



30

平
成
19
年
７
月
号

（本庁）企画広報課広報統計係
（３４）６１２８

問

日
直
指
定
水
道
業
者

問 水道に関する問い合わせは
（本　　庁）水道課　 （３４）１７１１
（総合支所）住民課　 （５２）１１１１

●水道料金は口座振替で●

森下住宅器機

土居水道工事店

中村水道工事センター

㈱中村住設

㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

7月14（土）

15（日）

16（月）

21（土）

22（日）

28（土）

29（日）

8月 4（土）

5（日）

（３４）４８５５

（３２）１０９５

（３５）４３２３

（３４）３６２１

（３４）２３２４

（３５）５９９６

（３３）０６６０

（３５）３４５８

（３７）３３８３

日直指定水道業者 募
　
集

あなたのとっておきの宝物を
紹介してください

　市発行の広報四万十では、あなたのとっ
ておきの宝物をエピソードとともに紹介し
ます。
　お孫さんやお気に入りの風景・ペット・
自慢のガーデニングなど、あなたが宝物だ
と思っているものを写真に撮って送ってく
ださい。

　住所・氏名・電話
番号・150字程度の
エピソードを添えて

送ってね

16時～18時。料金大人２００円小人１００円。　　中村まちバスセンター （３４）１２６９問

　
は
じ
め
ま
し
て
、
中
国
安
徽
省
亳
州

市
か
ら
参
り
ま
し
た
国
際
交
流
員
陶
剣

秋
と
申
し
ま
す
。
ま
ず
、
自
己
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
の
故
郷
は

　
　
　
黒
龍
江
省
チ
チ
ハ
ル
市
で
す

　
チ
チ
ハ
ル
市
は
中
国
北
東
部
に
あ
り

ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
ま
で
、
ず

っ
と
そ
こ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
黒
龍

江
省
は
中
国
で
一
番
北
に
あ
り
、
緯
度

は
日
本
の
北
海
道
と
大
体
同
じ
で
、
冬

の
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
38
度
で
す
。

真
冬
に
、
携
帯
電
話
を
コ
ー
ト
の
ポ
ケ

ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
で
、
外
に
一
時
間

ほ
ど
い
る
と
、
携
帯
の
反
応
が
遅
く
な

る
こ
と
あ
り
ま
す
。
私
の
学
生
時
代
に
は
、

雪
が
降
る
と
、
よ
く
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た

ち
と
一
緒
に
雪
合
戦
を
し
た
り
、
雪
だ

る
ま
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
寒
い
と

こ
ろ
の
育
ち
な
の
で
、
趣
味
は
ス
キ
ー

と
ス
ケ
ー
ト
で
す
。
で
も
、
四
万
十
市

に
来
て
か
ら
、
す
ぐ
サ
ー
フ
ィ
ン
に
引

か
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
き
れ
い
な
海
が

あ
る
と
こ
ろ
で
、
体
験
し
な
い
の
は
惜

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
ど
な
た
か
私
に

サ
ー
フ
ィ
ン
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

び
っ
く
り
し
た
の
は
…

　
大
学
の
４
年
間
、
同
じ
黒
龍
江
省
の

ハ
ル
ピ
ン
理
工
大
学
で
日
本
語
を
習
い

ま
し
た
。
卒
業
後
、
北
京
の
対
外
経
済

貿
易
大
学
大
学
院
で
日
本
経
済
を
専
攻

し
ま
し
た
。
大
学
院
生
の
時
、
日
商
岩
井
、

三
菱
商
事
で
、
一
年
間
半
ぐ
ら
い
見
習

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
、

日
本
企
業
、
日
本
文
化
、
日
本
料
理
と

充
分
に
触
れ
合
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
、

初
め
て
日
本
に
来
て
も
違
和
感
な
ど
は

あ
ま
り
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
私

も
日
本
に
き
て
、
び
っ
く
り
し
た
の
は

ミ
ツ
バ
チ
、
ト
ン
ボ
、
川
の
中
の
鯉
、

ま
た
、
部
屋
に
出
た
ゴ
キ
ブ
リ
が
中
国

よ
り
２
倍
ぐ
ら
い
大
き
か
っ
た
こ
と
で
す
。

ゴ
キ
ブ
リ
の
大
き
い
の
は
別
に
し
て
、

日
本
人
は
ち
ゃ
ん
と
自
然
環
境
を
保
護

し
て
い
る
せ
い
か
、
動
物
た
ち
は
ス
ト

レ
ス
な
し
で
楽
に
生
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
、
中
国
経
済
は
ど
ん
ど
ん
発
展
し
て

い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
環
境
汚
染
、

生
態
破
壊
が
だ
ん
だ
ん
と
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
日
本

人
の
環
境
意
識
を
学
ぶ
べ
き
で
す
。

日
本
で
の
生
活
を
大
事
に
し
ま
す

　
大
学
院
を
卒
業
し
て
、
私
は
主
人
の

故
郷
安
徽
省
亳
州
市
に
行
き
ま
し
た
。

公
務
員
と
な
り
、
２
年
間
亳
州
市
商
務

局
で
貿
易
と
外
資
企
業
向
け
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
年
４
月
に
、
日
本

に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
２
年
ぶ
り
の
日

本
語
を
話
し
始
め
た
時
に
、
緊
張
と
い

う
か
、
興
奮
と
い
う
か
、
ま
た
、
懐
か

し
い
、
う
れ
し
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
は
、
日
本
に

い
る
時
間
を
大
事
に
し
て
、
日
本
語
も

仕
事
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
中
国
で
、
小
さ
い
町
か
ら
大
都
市
ま

で
ま
た
、
北
か
ら
中
部
ま
で
生
活
し
た

経
験
が
あ
る
の
で
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
て
中
国
地
域
の
格
差
、
南
北
文
化
の

違
い
と
か
を
日
本
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
く
り
ゅ
う
こ
う
し
ょ
う

あ
ん
き
し
ょ
う
は
く
し
ゅ
う

国
際
交
流
員

陶
剣
秋
の
コ
ー
ナ
ー

と
う
け
ん
し
ゅ
う

陶剣秋の活動
（６月１日～６月15日）

 6日　田植え体験
12日　川�小学校
　　　国際理解教育講師
 4日・11日
　　　中国語講座講師

し

こ
ん
に
ち
は
！ 

美
し
い
四
万
十
！

楽しかった土佐一條公家行列「藤祭り」
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人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く27

　
こ
の
文
章
を
読
ん
で
く
れ
て
い
る

人
の
中
に
、
今
も
い
じ
め
を
う
け
て

い
る
ひ
と
が
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
人
に
ぜ
ひ
し
て
ほ
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
だ
れ
か
に
き
ち
ん

と
話
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
い
じ
め
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
た
ら

き
み
の
立
場
が
よ
け
い
悪
く
な
る
と

教
え
る
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
分
が
強
く
な
る
た
め
に
は

自
分
で
解
決
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
い

う
考
え
か
た
を
、
聞
か
さ
れ
て
い
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
そ
れ
で
は
い
じ
め
る
側
を

ま
す
ま
す
つ
け
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
れ
か
に

し
ゃ
べ
る
こ
と
で
、
き
み
が
追
い
こ

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
ぜ
っ
た
い
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
信
じ
て
、
ま
ず
「
話
す
」

こ
と
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と

に
も
気
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち

の
中
に
い
る
こ
と
。

＊
か
ら
か
わ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ

た
り
し
て
も
反
応
し
な
い
こ
と
。
な

る
べ
く
落
ち
つ
い
て
み
え
る
よ
う
に

ふ
る
ま
う
こ
と
。

＊
こ
づ
か
い
や
持
ち
も
の
を
と
ら
れ

て
も
ケ
ン
カ
を
し
な
い
こ
と
。
そ
の

て
い
ど
の
こ
と
で
ケ
ガ
を
さ
せ
ら
れ

た
の
で
は
わ
り
に
あ
い
ま
せ
ん
。

＊
で
き
る
だ
け
す
ぐ
に
何
が
誰
の
せ

い
で
お
こ
っ
た
の
か
を
考
え
て
く
れ

る
相
手
を
見
つ
け
、
い
っ
し
ょ
に
き

み
の
こ
と
を
な
に
よ
り
も
心
配
し
て

く
れ
る
人
に
相
談
す
る
こ
と
。

＊
い
じ
め
の
タ
ネ
に
な
る
よ
う
な

（
あ
だ
名
や
体
つ
き
の
）
こ
と
な
ど

を
持
ち
出
さ
れ
て
も
、
ど
う
や
っ
て

返
事
を
し
た
ら
い
い
か
、
ふ
だ
ん
に

練
習
を
し
て
お
く
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
で
も
実

行
に
う
つ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
い
じ
め
っ
子
は
、
き
み
の
反
応
が

ど
う
で
る
か
を
楽
し
み
に
い
じ
め
を

続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
堂
々
と
し
た
態
度
で
、
何
よ
り
も

自
分
を
信
じ
て
行
動
す
る
こ
と
が
、

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
残
念
な
が
ら
い
じ
め
は
、
大
人
の

世
界
に
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
大
人

で
も
困
っ
た
ら
助
け
て
も
ら
え
る
場

所
や
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
き
み
の
味
方
に
な
る
人
は
き
っ
と

ど
こ
か
に
い
ま
す
。
そ
の
人
に
知
恵

を
さ
ず
け
て
も
ら
い
、
お
た
が
い
に

い
た
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
き
て
い
け

る
社
会
を
、
き
み
も
一
緒
に
つ
く
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
衞
　

　
　
　

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

西
澤
　
琴
音

岡
　  

琥
太
郎

林
　
　
悠

加
用
　
万
周

井
口
　
結
衣

宮
　
　
唯
那

土
居  

孝
太
朗

永
野
　
佑
季

入
野
　
心
愛

川
　
　
万
由

宮
　
　
芽
生

加
用
　
心
桜

香
西
　
克
海

都
築
　
愛
結

岡
本  

穂
乃
花

川
添
　
菜
瑠

山
本
　
優
花

入
川
　
瑠
輝

渡
邊
　
煌
野

威
能
　
実
智

白
石
　
沙
綺

喬
光

健
児

潤貴
彦

敦成
人

寛
士

良
輔

優
也

三
四
郎

浩
臣

貴
章

英
樹

誠真
由
子

幸良
一

朋
和

剛
志

英
明

求

（
平
成
19
・
５
・
６
〜
平
成
19
・
６
・
５
届
分
）

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
羽
生
小
路

中
村
小
姓
町

中
村
小
姓
町

中
村
新
町

右
山
天
神
町

不

破

古

津

賀

古

津

賀

入

田

入

田

渡

川

具
同
田
黒

赤

松

町

坂

本

山

路

津

蔵

渕

鍋

島

下

田

板

ノ

川

佐

田

大
西
ノ
川

岡
本
　
崇

田
中
　
澄
子

橋
本
　
雅
男

横
山
　
勉

石
井  

ル
ミ
子

林
　
　
幸
子

芝
　
　
年
夫

安
岡
　
等

大
江
　
都

安
田
　
花
女

桑
原
　
豊

福
井
　
重
亀

中
本
　
亀
�

遠
近
　
政
尾

佐
田
　
守
男

田
中
　
要

山
本
　
薫

岡
本  

ミ
エ
子

弘
岡
　
一
郎

岡
　  

美
代
子

中
川
　
梅
野

819262787495887782788192799856418479929377

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
西
ケ
方

西
土
佐
半
家

西
土
佐
半
家

伊
原  

三
代
子

秋
元
　
幹
雄

松
岡
　
長
藏

川
上
　
茂
尾

廣
田
　
國
尾

8572909490

（
平
成
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・
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・
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中
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右
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土
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田
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屋

敷
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の
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ろ
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こ
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ろ
う

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希

望
を
聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　（
本
庁
）市
民
課

（
３
４
）１
１
１
３

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広聴ファックス

広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　「開かれた市政」を推進するため
に、市民の皆さん一人ひとりが持っ
ている市政に対する意見、提言や要
望、苦情などをお聴かせください。

四万十市公式ホームページ
上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /
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平
成
19
年
7
月
号

◎
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
は
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

8月 1日 

8月 2日 

8月 3日 

8月 4日 

8月 5日 

8月 6日 

8月 7日 

8月 8日 

8月 9日 

8月10日 

8月11日 

8月12日 

 
8月13日 

8月14日 

8月15日 

8月16日 

8月17日 

8月18日 

8月19日 

8月20日 

8月21日 

8月22日 

8月23日 

8月24日 

8月25日 

8月26日 

 
8月27日 

8月28日 

8月29日 

8月30日 

8月31日 

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

さ た け 小 児 科     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

竹 本 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

森 下 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

小 原 外 科 胃 腸 科     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

竹 本 病 院     

幡 多 病 院     

木 俵 病 院     

幡 多 病 院     

大 野 内 科     

小 原 外 科 胃 腸 科     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

中 村 病 院     

幡 多 病 院     

市 民 病 院     

幡 多 病 院     

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３７）２２５５  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３５）４１５１  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）２０３０  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３５）０１０８  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３５）４１５１  

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３７）５２８１  

（３５）０１０８  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

（３４）３１７７  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６  

（３４）６２１１  

   

22時まで   

   

18時まで   

22時まで     

   

   

   

   

   

22時まで   

18時まで   

18時から22時まで 

  

   

   

22時まで   

   

18時まで   

22時まで   

   

   

   

   

   

18時まで   

18時まで   

18時から22時まで  

   

   

   

22時まで   

      

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

内　　科 外　　科
医療機関名 電　話 備　考

幡 多 病 院    

吉 井 病 院    

幡 多 病 院    

市 民 病 院    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

木 俵 病 院    

幡 多 病 院    

佐 々 木 整 形 外 科    

幡 多 病 院    

   
幡 多 病 院    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

吉 井 病 院    

幡 多 病 院    

小 原 外 科 胃 腸 科    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

木 俵 病 院    

幡 多 病 院    

市 民 病 院    

小 原 外 科 胃 腸 科    
   

幡 多 病 院    

市 民 病 院    

幡 多 病 院    

吉 井 病 院    

幡 多 病 院    

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３４）７１７７  

（３４）６２１１  

  
（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）６２１１  

（３５）０１０８  

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）１２１１  

（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３５）０１０８  

  
（３４）６２１１  

（３４）２１２６   

（３４）６２１１  

（３４）５００５  

（３４）６２１１  

   

   

   

22時まで   

17時30分まで

   

22時まで   

   

   

   

18時まで   

18時まで   

   
   

22時まで   

   

   

   

18時まで   

17時30分まで 

  

22時まで   

   

   

   

22時まで   

18時まで   
   

   

22時まで   

   

   

        

医療機関名 電　話 備　考

８月の休日・夜間（21時まで）当直医
休日・夜間

kikaku
四角形

kikaku
テキストボックス
有料広告スペース 


